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監 査 公 表 第 １ ６ 号
地 方 自 治 法 （ 昭 和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 実 施 し た 定 期 監 査 の 結

果 は 、 次 の と お り で す 。
平 成 26年 ８ 月 22日

福 島 県 監 査 委 員 小 桧 山 善 継
福 島 県 監 査 委 員 三 村 博 昭
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 尾 形 克 彦

１ 監 査 実 施 期 間 平 成 26年 ６ 月 10日 ～ 平 成 26年 ７ 月 29日
２ 監 査 対 象 機 関 公 所 13箇 所
３ 監 査 の 結 果

平 成 25会 計 年 度 の 財 務 に 関 す る 事 務 に つ い て 実 施 し た 。
⑴ 総 務 部

対象機関 実施年月日 担当監査委員 実施方法 職員調査年月日

大阪事務所 平成26年７月３日 三村 博昭 美馬武千代 実地監査 平成26年５月20日

名古屋事務所 平成26年７月４日 三村 博昭 美馬武千代 実地監査 平成26年５月23日

上 記 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
⑵ 保 健 福 祉 部

対象機関 実施年月日 担当監査委員 実施方法 職員調査年月日

県南保健福祉 平成26年６月３日
平成26年７月10日 三村 博昭 美馬武千代 実地監査

事務所 平成26年６月４日

───────────────────────────────────────────────────────────
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南会津保健福 平成26年６月３日
平成26年７月８日 小桧山善継 尾形 克彦 実地監査

祉事務所 平成26年６月４日

衛生研究所 平成26年７月８日 三村 博昭 美馬武千代 実地監査 平成26年４月23日

○ 下 記 の と お り 指 導 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 措 置 又 は 留 意 ・ 改 善 す る よ う 指 導 し た 。
指 導 事 項
・ 児 童 福 祉 施 設 入 所 費 負 担 金 の 現 年 度 徴 収 率 が 、 県 平 均 を 下 回 り か つ 前 年 度 を
下 回 っ て い る 。 （ 県 南 保 健 福 祉 事 務 所 ）

上 記 以 外 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
⑶ 商 工 労 働 部

対象機関 実施年月日 担当監査委員 実施方法 職員調査年月日

ハイテクプラ
平成26年７月24日 小桧山善継 尾形 克彦 実地監査 平成26年６月６日

ザ

○ 下 記 の と お り 指 導 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 措 置 又 は 留 意 ・ 改 善 す る よ う 指 導 し た 。
指 導 事 項
・ 行 政 財 産 使 用 に 伴 う 管 理 経 費 （ ６ か 月 分 の 電 気 料 金 及 び 水 道 料 金 実 費 負 担 分 ）
に つ い て 、 額 の 確 定 後 速 や か に 調 定 す べ き と こ ろ 、 年 度 を 越 え て 平 成 26年 ５
月 に 調 定 を 行 っ て い る 。 （ ハ イ テ ク プ ラ ザ ）

⑷ 農 林 水 産 部

対象機関 実施年月日 担当監査委員 実施方法 職員調査年月日

県中農林事務 平成26年６月19日
平成26年７月24日 小桧山善継 尾形 克彦 実地監査

所 平成26年６月20日

水産試験場 平成26年７月10日 小桧山善継 尾形 克彦 実地監査 平成26年５月16日

上 記 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
⑸ 土 木 部

対象機関 実施年月日 担当監査委員 実施方法 職員調査年月日

小名浜港湾建 平成26年６月12日
平成26年７月29日 三村 博昭 美馬武千代 実地監査

設事務所 平成26年６月13日

上 記 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
⑹ 教 育 委 員 会

対象機関 実施年月日 担当監査委員 実施方法 職員調査年月日

会津教育事務
平成26年６月10日 小桧山善継 尾形 克彦 実地監査 平成26年４月22日

所

上 記 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
⑺ 公 安 委 員 会

対象機関 実施年月日 担当監査委員 実施方法 職員調査年月日

郡山警察署 平成26年７月８日 三村 博昭 美馬武千代 実地監査 平成26年５月15日

会津若松警察
平成26年６月10日 小桧山善継 尾形 克彦 実地監査 平成26年４月24日

署

───────────────────────────────────────────────────────────
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いわき中央警
平成26年７月10日 小桧山善継 尾形 克彦 実地監査 平成26年５月22日

察署

上 記 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
（ 監 査 総 務 課 ）

監 査 公 表 第 １ ７ 号
平 成 26年 ３ 月 28日 監 査 公 表 第 ５ 号 に よ り 公 表 し た 監 査 結 果 に つ い て 、 地 方 自 治 法 （ 昭

和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 12項 の 規 定 に 基 づ き 、 福 島 県 教 育 委 員 会 委 員 長 か ら 次 の と
お り 措 置 状 況 の 通 知 が あ っ た の で 、 同 項 の 規 定 に よ り こ れ を 公 表 す る 。

平 成 26年 ８ 月 22日
福 島 県 監 査 委 員 小 桧 山 善 継
福 島 県 監 査 委 員 三 村 博 昭
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 尾 形 克 彦

2 6 教 財 第 2 1 8 号
平 成 26年 ５ 月 30日

福 島 県 監 査 委 員 小 桧 山 善 継
福 島 県 監 査 委 員 三 村 博 昭

様
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 尾 形 克 彦

福 島 県 教 育 委 員 会 委 員 長 小 野 栄 重 □印
定 期 監 査 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て （ 通 知 ）

平 成 26年 ３ 月 18日 付 け 25福 監 第 224号 で 報 告 の あ り ま し た こ の こ と に つ い て 、 別 紙 の と
お り 措 置 を 講 じ ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 199条 第 12項 の 規 定 に よ り 通 知 し ま す 。

（ 別 紙 ）
安 積 黎 明 高 等 学 校

指 摘 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」
職員手当の支給に不適正なものがある。 誤 支 給 分 に つ い て 返 納 処 理 を 行 い 、 平

「 事 実 」 成 26年３月 20日に全額が返納されました。
平 成 25年 ４ 月 １ 日 付 け 人 事 異 動 に よ り 今 後 、 職 員 手 当 の 支 給 に 当 た っ て は 、

着 任 し た 教 員 Ａ に 対 し 、 単 身 赴 任 手 当 及 支 給 要 件 等 を 全 職 員 に 周 知 徹 底 し 、 ま た
び 住 居 手 当 （ 留 守 家 族 ） の 支 給 対 象 外 職 組 織 内 で の チ ェ ッ ク 機 能 を 十 分 働 か せ 、
員 で あ る に も 関 わ ら ず 、 当 該 手 当 を 平 成 適 正 な 事 務 処 理 に 努 め て ま い り ま す 。
25年 ４ 月 か ら 同 年 11月 ま で の ８ か 月 間 、
総 額 340 , 00 0円 を 誤 謬 支 給 し て い る 。

びゅ う

単 身 赴 任 手 当
正 当 支 給 額 0円
既 支 給 額 232 , 0 00円
誤 支 給 額 232 , 0 00円

住 居 手 当 （ 留 守 家 族 ）
正 当 支 給 額 0円
既 支 給 額 108 , 0 00円
誤 支 給 額 108 , 0 00円

「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」
職 員 手 当 支 給 の 認 定 に 当 た っ て は 、 制

度 の 趣 旨 、 関 係 条 例 、 規 則 及 び 運 用 基 準
を正しく理解し、誤 謬 が生じないよう事

びゅう

務 処 理 の 改 善 を 図 る と と も に 、 チ ェ ッ ク
体 制 を 確 立 す る こ と 。
なお、誤 謬 による支給を平成 23年 ４ 月

びゅ う

か ら 開 始 し て い る こ と か ら 、 教 育 庁 職 員

───────────────────────────────────────────────────────────
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課と協議の上、必要な措置を講ずること。

（ 監 査 総 務 課 ）

監 査 公 表 第 １ ８ 号
平 成 26年 ３ 月 28日 監 査 公 表 第 10号 に よ り 公 表 し た 監 査 結 果 に つ い て 、 地 方 自 治 法 （ 昭

和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 12項 の 規 定 に 基 づ き 、 福 島 県 知 事 か ら 次 の と お り 措 置 状 況
の 通 知 が あ っ た の で 、 同 項 の 規 定 に よ り こ れ を 公 表 す る 。

平 成 26年 ８ 月 22日
福 島 県 監 査 委 員 小 桧 山 善 継
福 島 県 監 査 委 員 三 村 博 昭
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 尾 形 克 彦

2 6 財 第 6 3 3 号
平 成 26年 ６ 月 ２ 日

福 島 県 監 査 委 員 小 桧 山 善 継
福 島 県 監 査 委 員 三 村 博 昭

様
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 尾 形 克 彦

福 島 県 知 事 佐 藤 雄 平 □印
平 成 25年 度 行 政 監 査 の 結 果 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て （ 通 知 ）

平 成 26年 ３ 月 18日 付 け 25福 監 第 229号 で 報 告 の あ り ま し た こ の こ と に つ い て 、 別 紙 の と
お り 措 置 を 講 じ ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 199条 第 12項 の 規 定 に よ り 通 知 し ま す 。

（ 別 紙 ）
行 政 監 査 の 結 果 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て

１ 監 査 対 象
職 員 研 修 に つ い て

２ 所 見 及 び 措 置 の 状 況 に つ い て

監 査 委 員 所 見 措 置 状 況

第 ３ 監 査 委 員 意 見
１ 総 括 的 事 項 に つ い て
⑵ 職 員 研 修 規 程 等 に お け る 効 果 測 定
研 修 の 対 象 拡 大
専 門 研 修 、 職 場 研 修 及 び 派 遣 研 修 （ 職 員 研 修 課 ）

に お い て も 、 必 要 に 応 じ て 研 修 の 効 他 県 の 状 況 や 各 部 局 等 の 意 見 等 を 考 慮
果 測 定 を 実 施 す る こ と に つ い て 、 職 し な が ら 検 討 し て い き た い 。
員研修規程等の中で位置付けるよう、
見直しが必要である。（職員研修課）

⑶ 職 員 研 修 規 程 等 に お け る 伝 達 研 修
修 の 位 置 付 け
伝 達 研 修 の 有 効 性 を 踏 ま え 、 伝 達 （ 職 員 研 修 課 ）

研 修 の 実 施 に つ い て 職 員 研 修 規 程 等 他 県 の 状 況 や 各 部 局 等 の 意 見 等 を 考 慮
において位置付ける必要がある。（職 し な が ら 検 討 し て い き た い 。
員 研 修 課 ）

⑷ 研 修 委 員 会 の 開 催 及 び 組 織
新 し い 研 修 体 系 決 定 時 を 含 め 、 各 （ 職 員 研 修 課 ）

研 修 区 分 ご と の 研 修 実 施 状 況 や 研 修 必要な時期に研修委員会を開催したい。
評 価 な ど を 踏 ま え た 次 年 度 の 研 修 方
針 や 重 点 事 項 の 見 直 し を 審 議 す る な
ど 、 必 要 な 時 期 に 研 修 委 員 会 を 開 催
す る 必 要 が あ る 。 （ 職 員 研 修 課 ）

⑸ 研 修 担 当 者 の 明 記

───────────────────────────────────────────────────────────
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計 画 的 、 効 率 的 な 研 修 実 施 の た め （ 知 事 直 轄 広 報 課 ）
に も 、 事 務 分 掌 に お い て 研 修 担 当 を 知 事 直 轄 内 各 所 属 に 対 し 依 頼 文 を 送 付
明 記 さ れ る よ う 、 各 機 関 に 働 き 掛 け し 、 研 修 の 重 要 性 の 明 確 化 や 研 修 の 計 画
る 必 要 が あ る 。 （ 各 部 局 主 管 課 等 、 的 、 効 率 的 実 施 の た め 、 事 務 分 掌 に お い
職 員 研 修 課 ） て 研 修 担 当 を 明 記 す る よ う 求 め た 。

（ 総 務 課 ）
研修の重要性の明確化や研修の計画的、

効 率 的 実 施 の た め 、 事 務 分 掌 に お い て 研
修 担 当 を 明 記 す る よ う 部 内 各 所 属 に 文 書
で 通 知 し た 。

（ 職 員 研 修 課 ）
平 成 26年 ３ 月 20日 に 各 部 局 等 研 修 担 当

者 会 議 を 開 催 し 、 行 政 監 査 結 果 報 告 書 を
基 に 、 事 務 分 掌 に 研 修 担 当 を 明 記 す る よ
う 周 知 す る と と も に 、 平 成 26年 ３ 月 25日
付 け で 各 部 局 等 へ 文 書 で 依 頼 し た 。

（ 企 画 調 整 課 ）
企 画 調 整 課 行 革 担 当 主 任 の 事 務 分 掌 と

し て 明 記 し て お り 、 部 全 体 を 総 括 す る 。
な お 、 所 属 単 位 で 専 門 研 修 等 を 実 施 す

る 所 属 に 対 し 、 必 要 に 応 じ 明 記 を す る よ
う 依 頼 を 行 う 等 、 働 き 掛 け を 検 討 す る 。

（ 生 活 環 境 総 務 課 ）
部 内 各 所 属 に 対 し 依 頼 文 を 送 付 し 、 研

修 の 重 要 性 の 明 確 化 や 研 修 の 計 画 的 、 効
率 的 実 施 の た め 、 事 務 分 掌 に お い て 研 修
担 当 を 明 記 す る よ う 求 め た 。

（ 保 健 福 祉 総 務 課 ）
部 内 各 所 属 に 対 し 通 知 文 を 送 付 し 、 研

修 の 重 要 性 の 明 確 化 や 研 修 の 計 画 的 、 効
率 的 実 施 の た め 、 事 務 分 掌 に お い て 研 修
担 当 を 明 記 す る よ う 求 め た 。

（ 商 工 総 務 課 ）
事 務 分 掌 に お い て 研 修 担 当 を 明 記 し て

い な い 機 関 に つ い て は 、 研 修 の 重 要 性 の
明 確 化 や 研 修 の 計 画 的 、 効 率 的 実 施 の た
め 、 研 修 担 当 を 明 記 す る よ う に 部 内 に 周
知 し た 。

（ 農 林 総 務 課 ）
研 修 担 当 を 事 務 分 掌 に 明 記 し て い な い

機 関 に 対 し て は 、 研 修 の 重 要 性 の 明 確 化
や 研 修 の 計 画 的 、 効 率 的 実 施 の た め 、 今
後 個 別 に 事 務 分 掌 に 明 記 す る よ う 要 請 し
て い く 。

（ 土 木 総 務 課 ）
土 木 部 出 先 機 関 総 務 担 当 次 長 会 議 （ 平

成 26年 ５ 月 16日 開 催 ） に お い て 、 研 修 の
計 画 的 、 効 果 的 実 施 の 必 要 性 及 び 研 修 担
当 者 の 事 務 分 掌 へ の 明 記 に つ い て 周 知 し
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た 。

（ 出 納 局 出 納 総 務 課 ）
事 務 分 掌 に 研 修 担 当 を 明 記 し 、 出 納 局

内 の 研 修 の 計 画 的 、 効 率 的 な 実 施 を 図 る
こ と と し た 。 局 内 各 課 は 明 記 し て い る 。

（ 企 業 局 経 営 企 画 課 ）
当 局 の 事 務 分 掌 に お い て は 、 研 修 担 当

を 明 記 し て い る 。

２ 基 本 研 修 に つ い て
⑵ 研 修 を 受 講 し や す い 職 場 環 境 づ く
り
基 本 研 修 に つ い て 病 休 等 を 除 き 未 （ 職 員 研 修 課 ）

受 講 者 が な く な る な ど 、 各 機 関 に お 平 成 26年 ３ 月 20日 に 各 部 局 等 研 修 担 当
い て 、 研 修 を 受 講 し や す い 職 場 環 境 者 会 議 を 開 催 し 、 行 政 監 査 結 果 報 告 書 を
づ く り に 努 め る よ う 指 導 、 要 請 す る 基 に 、 研 修 を 受 講 し や す い 職 場 環 境 づ く
必 要 が あ る 。 （ 職 員 研 修 課 ） り に 努 め る よ う 周 知 す る と と も に 、 平 成

26年 ４ 月 １ 日 付 け で 各 所 属 長 宛 に 通 知 し
た 。

３ 選 択 研 修 に つ い て
⑴ 選 択 研 修 の 受 講 講 座 の 増 加

選 択 研 修 に つ い て 、 復 興 ・ 再 生 を （ 職 員 研 修 課 ）
担 う 人 材 育 成 の た め に も 受 講 講 座 の 選 択 研 修 に つ い て は 、 復 興 ・ 再 生 業 務
増 加 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。 （ 職 員 優 先 か ら 講 座 数 を 縮 小 し て い る と こ ろ で
研 修 課 ） あ る が 、 現 状 を 勘 案 の 上 、 受 講 講 座 の 増

加 に つ い て 検 討 し て い き た い 。

⑵ 職 員 研 修 課 実 施 の 選 択 研 修 の 拡 充
職 員 研 修 課 が 実 施 す る 県 庁 舎 内 で （ 職 員 研 修 課 ）

の 選 択 研 修 に つ い て 、 研 修 ニ ー ズ を 実 施 回 数 の 増 加 に つ い て 検 討 し て い き
踏 ま え 、 必 要 に 応 じ た 実 施 回 数 や 受 た い 。
講講座の増加を検討する必要がある。
（ 職 員 研 修 課 ）

４ 派 遣 研 修 に つ い て
⑴ 派 遣 研 修 の 公 募 制 の 活 用

全 て の 派 遣 研 修 の 職 員 選 定 に お い （ 職 員 研 修 課 ）
て 公 募 制 の 更 な る 活 用 を 検 討 す る 必 各 派 遣 研 修 の 目 的 及 び 研 修 内 容 等 を 総
要 が あ る 。 （ 職 員 研 修 課 ） 合 的 に 勘 案 し な が ら 、 公 募 制 の 更 な る 活

用 に つ い て 検 討 し て い き た い 。

⑵ 派 遣 研 修 の 研 修 成 果 の 活 用
派 遣 研 修 に つ い て 、 必 要 に 応 じ 報 （ 職 員 研 修 課 ）

告会の開催や報告書を公表するなど、 平 成 26年 ４ 月 ７ 日 に 平 成 25年 度 派 遣 研
更 な る 研 修 成 果 の 有 効 活 用 や 、 情 報 修 生 の 帰 庁 報 告 を 開 催 し た ほ か 、 大 学 院
共 有 化 が な さ れ る よ う 努 め る 必 要 が 派 遣 研 修 生 の 研 修 論 文 概 要 等 を グ ル ー プ
あ る 。 （ 職 員 研 修 課 ） ウ ェ ア の 庁 内 Web「 研 修 の ひ ろ ば 」 に 掲

載 す る な ど 、 研 修 成 果 の 情 報 共 有 化 に 努
め た 。

５ 専 門 研 修 に つ い て
⑴ 専 門 研 修 の 体 系 化

専 門 的 な 知 識 や 技 術 の 体 系 的 習 得 （ 職 員 研 修 課 ）
や 専 門 研 修 の 情 報 共 有 化 を 推 進 す る 平 成 26年 ３ 月 20日 に 各 部 局 等 研 修 担 当
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た め に も 、 必 要 に 応 じ 専 門 研 修 の 体 者 会 議 を 開 催 し 、 行 政 監 査 結 果 報 告 書 を
系 化 を 図 る よ う 、 各 部 局 等 に 働 き 掛 基 に 、 必 要 に 応 じ 専 門 研 修 の 体 系 化 を 図
け る 必 要 が あ る 。 （ 職 員 研 修 課 ） る よ う 周 知 す る と と も に 、 平 成 26年 ３ 月

25日 付 け で 各 部 局 等 へ 文 書 で 依 頼 し た 。
ま た 、 「 復 興 ・ 再 生 を 担 う 専 門 性 を 有

す る 人 材 の 育 成 方 針 」 で 、 専 門 研 修 の 充
実 強 化 の た め に 、 専 門 研 修 の 体 系 化 を 図
る こ と を 明 記 し た 。

⑵ 研 修 推 進 員 の 設 置
専 門 研 修 の 計 画 的 な 進 行 を 推 進 す （ 職 員 研 修 課 ）

る た め 、 必 要 に 応 じ 研 修 推 進 員 を 設 平 成 26年 ３ 月 20日 に 各 部 局 等 研 修 担 当
置 す る よ う 、 各 部 局 等 に 働 き 掛 け る 者 会 議 を 開 催 し 、 行 政 監 査 結 果 報 告 書 を
必 要 が あ る 。 （ 職 員 研 修 課 ） 基 に 、 必 要 に 応 じ 研 修 推 進 員 を 設 置 す る

よう 周知するとともに、 平成 26年 ３ 月 25
日 付 け で 各 部 局 等 へ 文 書 で 依 頼 し た 。
ま た 、 「 復 興 ・ 再 生 を 担 う 専 門 性 を 有

す る 人 材 の 育 成 方 針 」 で 、 専 門 研 修 の 充
実 強 化 の た め に 、 研 修 推 進 員 の 設 置 に つ
い て 明 記 し た 。

⑶ 専 門 研 修 ニ ー ズ の 把 握
専 門 研 修 の 効 率 的 、 効 果 的 実 施 の （ 知 事 直 轄 広 報 課 ）

た め に も 、 研 修 効 果 測 定 と し て の ア 知 事 直 轄 内 各 所 属 に 対 し 依 頼 文 を 送 付
ン ケ ー ト を 活 用 す る な ど 、 更 な る 研 し 、 専 門 研 修 の 効 率 的 、 効 果 的 実 施 の た
修 ニ ー ズ の 把 握 に 努 め ら れ た い 。 め 、 必 要 に 応 じ て ア ン ケ ー ト の 活 用 に よ

り、研修効果測定を実施するよう求めた。

⑷ 必 要 な 研 修 の 計 画 的 実 施
職 員 が 担 当 す る 事 務 を 執 行 す る の （ 知 事 直 轄 広 報 課 ）

に 直 接 必 要 な 専 門 的 知 識 等 の 修 得 の 知 事 直 轄 内 各 所 属 に 対 し 依 頼 文 を 送 付
た め 、 必 要 な 研 修 が 計 画 的 に 実 施 さ し 、 職 員 が 担 当 す る 事 務 を 執 行 す る の に
れ る よ う 今 後 も 努 め ら れ た い 。 直 接 必 要 な 専 門 的 知 識 等 の 修 得 の た め 、

必 要 な 研 修 を 計 画 的 に 実 施 す る よ う 求 め
た 。

６ 職 場 研 修 に つ い て
⑴ 「 Ｏ Ｊ Ｔ の 手 引 き 」 の 活 用

職 場 研 修 を 円 滑 か つ 効 果 的 に 実 施 （ 知 事 直 轄 広 報 課 ）
す る た め に も 、 「 Ｏ Ｊ Ｔ の 手 引 き 」 知 事 直 轄 内 各 所 属 に 対 し 依 頼 文 を 送 付
を 活 用 す る よ う 努 め ら れ た い 。 し 、 職 場 研 修 を 円 滑 か つ 効 果 的 に 実 施 す
さ ら に 、 「 Ｏ Ｊ Ｔ の 手 引 き 」 に つ る た め 、 「 Ｏ Ｊ Ｔ の 手 引 き 」 を 活 用 す る

い て 、 各 機 関 に お い て 十 分 活 用 さ れ よ う 求 め た 。
て い な い 状 況 で あ っ た た め 、 職 場 研
修 の 充 実 ・ 強 化 の た め に も 、 そ の 活 （ 職 員 研 修 課 ）
用 に つ い て 働 き 掛 け る 必 要 が あ る 。 平 成 26年 ３ 月 20日 に 各 部 局 等 研 修 担 当
（ 職 員 研 修 課 ） 者 会 議 を 開 催 し 、 行 政 監 査 結 果 報 告 書 を

基 に 、 「 Ｏ Ｊ Ｔ の 手 引 き 」 の 活 用 に つ い
て 周 知 す る と と も に 、 平 成 26年 ３ 月 25日
付 け で 各 部 局 等 へ 文 書 で 依 頼 し た 。

⑵ 各 種 指 導 者 養 成 講 座 修 了 者 に よ る
各 種 研 修 の 実 施
各 種 指 導 者 養 成 講 座 修 了 者 に よ る （ 職 員 研 修 課 ）

職 場 に お け る 各 種 研 修 の 実 施 に つ い 平 成 26年 ３ 月 20日 に 各 部 局 等 研 修 担 当
て 、 そ の 状 況 を 確 認 す る と と も に 、 者 会 議 を 開 催 し 、 行 政 監 査 結 果 報 告 書 を
当 該 修 了 者 を 活 用 し た 研 修 実 施 の 推 基 に 、 各 種 指 導 者 養 成 講 座 修 了 者 に よ る
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進 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。 （ 職 員 研 職 場 研 修 の 実 施 に つ い て 周 知 す る と と も
修 課 ） に 、 平 成 26年 ３ 月 25日 付 け で 各 部 局 等 へ

文 書 で 依 頼 し た 。
ま た 、 接 遇 指 導 者 養 成 講 座 修 了 者 の 活

用状況について調査を実施したことから、
そ の 結 果 を 勘 案 し な が ら 、 更 な る 活 用 に
つ い て 検 討 し て い き た い 。

７ 自 己 啓 発 活 動 支 援 に つ い て
⑴ 自 主 研 究 グ ル ー プ 活 動 へ の 支 援

「 職 員 能 力 向 上 支 援 強 化 事 業 」 の （ 職 員 研 修 課 ）
再 開 な ど 、 自 主 研 究 グ ル ー プ 活 動 へ 平 成 26年 度 か ら 「 職 員 能 力 活 動 支 援 強
の支援の強化を検討する必要がある。 化 事 業 」 の 一 部 （ 自 主 学 習 支 援 ） を 再 開
（ 職 員 研 修 課 ） し た 。

８ そ の 他 研 修 実 施 関 係 に つ い て
⑴ 研 修 効 果 測 定
ア 主 催 研 修 の 研 修 効 果 測 定 の 実 施

主 催 研 修 の 効 果 測 定 は 、 次 回 開 （ 知 事 直 轄 広 報 課 ）
催 の 研 修 見 直 し や 研 修 評 価 な ど の 知 事 直 轄 内 各 所 属 に 対 し 依 頼 文 を 送 付
参 考 と な る も の で あ り 、 必 要 に 応 し 、 次 回 開 催 の 研 修 見 直 し や 研 修 評 価 の
じ 研 修 効 果 測 定 を 実 施 す る よ う 、 参 考 と す る た め 、 必 要 に 応 じ て 研 修 効 果
主 催 す る 専 門 研 修 等 の 実 施 機 関 に 測 定 を 実 施 す る よ う 求 め た 。
対 し 働 き 掛 け る 必 要 が あ る 。 （ 各
部 局 主 管 課 等 、 職 員 研 修 課 ） （ 総 務 課 ）

次 回 開 催 の 研 修 見 直 し や 研 修 評 価 の 参
考 と す る た め 、 必 要 に 応 じ て 研 修 効 果 測
定 を 実 施 す る よ う 部 内 各 所 属 に 文 書 で 通
知 し た 。

（ 職 員 研 修 課 ）
平 成 26年 ３ 月 20日 に 各 部 局 等 研 修 担 当

者 会 議 を 開 催 し 、 行 政 監 査 結 果 報 告 書 を
基 に 、 必 要 に 応 じ て 効 果 測 定 を 実 施 す る
よう 周知するとともに、 平成 26年 ３ 月 25
日 付 け で 各 部 局 等 へ 文 書 で 依 頼 し た 。

（ 企 画 調 整 課 ）
監 査 結 果 に つ い て 部 内 各 所 属 に 通 知 し

た。一部研修において研修後の自己チェッ
ク や 、 ア ン ケ ー ト を 実 施 し て き た 。 今 後
主 催 す る 専 門 研 修 等 に お い て は 、 必 要 に
応 じ 研 修 測 定 を 実 施 す る よ う 部 内 で 周 知
を 図 る 。

（ 生 活 環 境 総 務 課 ）
部 内 各 所 属 に 対 し 依 頼 文 を 送 付 し 、 次

回 開 催 の 研 修 見 直 し や 研 修 評 価 の 参 考 と
す る た め 、 必 要 に 応 じ て 研 修 効 果 測 定 を
実 施 す る よ う 求 め た 。

（ 保 健 福 祉 総 務 課 ）
部 内 各 所 属 に 対 し 通 知 文 を 送 付 し 、 次

回 開 催 の 研 修 見 直 し や 研 修 評 価 の 参 考 と
す る た め 、 必 要 に 応 じ て 研 修 効 果 測 定 を
実 施 す る よ う 求 め た 。

───────────────────────────────────────────────────────────
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（ 商 工 総 務 課 ）
一部研修において、研修後の自己チェッ

ク や ア ン ケ ー ト を 実 施 し て き た 。 今 後 主
催 す る 専 門 研 修 等 に お い て は 、 必 要 に 応
じ 研 修 測 定 を 実 施 す る よ う 部 内 に 周 知 し
た 。

（ 農 林 総 務 課 ）
次 回 開 催 の 研 修 見 直 し や 研 修 評 価 の 参

考 と す る た め 、 研 修 効 果 測 定 を 必 要 に 応
じ 実 施 す る こ と に つ い て 、 各 研 修 実 施 担
当 課 で 検 討 す る よ う 、 本 庁 各 機 関 に 対 し
て は 総 括 主 幹 会 議 に お い て 要 請 し た 。 各
出 先 機 関 に 対 し て は 、 各 種 会 議 等 の 機 会
を 通 じ て 要 請 し て い く 。

（ 土 木 総 務 課 ）
土 木 部 出 先 機 関 総 務 担 当 次 長 会 議 （ 平

成 26年 ５ 月 16日 開 催 ） に お い て 、 各 出 先
機 関 が 実 施 す る 研 修 に つ い て 、 必 要 に 応
じ研修効果測定を実施するよう周知した。
技 術 管 理 課 が 主 催 す る 専 門 研 修 に つ い

て は 、 研 修 後 、 受 講 者 及 び 講 義 者 へ の ア
ン ケ ー ト を 実 施 し 、 次 年 度 の 研 修 計 画 策
定 の 参 考 と し て い る 。

（ 出 納 局 出 納 総 務 課 ）
局 内 各 課 に 対 し 、 次 回 開 催 の 研 修 見 直

し や 研 修 評 価 の 参 考 と す る た め 、 必 要 に
応 じ て 研 修 効 果 測 定 を 実 施 す る よ う 求 め
た 。
出 納 局 で は 、 会 計 事 務 の 適 正 執 行 に 向

け て 管 理 職 を 対 象 と し た 研 修 を 平 成 25年
度 か ら 開 催 す る な ど 研 修 の 充 実 強 化 に 取
り 組 ん で お り 、 主 催 す る 研 修 等 に お い て
は 、 今 後 も 必 要 に 応 じ ア ン ケ ー ト 等 に よ
る 効 果 測 定 を 行 い 、 結 果 を 踏 ま え て 研 修
の 改 善 等 を 図 る こ と と し て い る 。

（ 企 業 局 経 営 企 画 課 ）
局 内 各 所 属 に 対 し 依 頼 文 を 送 付 し 、 研

修 見 直 し や 研 修 評 価 の 参 考 と す る た め 、
必 要 に 応 じ て 研 修 効 果 測 定 を 実 施 す る よ
う 求 め た 。
な お 、 平 成 26年 度 の 企 業 局 職 員 初 任 者

研 修 に お い て 、 研 修 効 果 測 定 の た め の ア
ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た 。

イ 研 修 の 効 果 測 定 方 策 の 検 討
研 修 の 効 果 測 定 方 策 に つ い て 、 （ 職 員 研 修 課 ）

公 益 財 団 法 人 東 北 自 治 研 修 所 や 公 研 修 の 効 果 測 定 方 策 に つ い て は 、 公 益
益 財 団 法 人 ふ く し ま 自 治 研 修 セ ン 財 団 法 人 東 北 自 治 研 修 所 や 公 益 財 団 法 人
タ ー と 連 携 す る な ど し て 、 新 た な ふ く し ま 自 治 研 修 セ ン タ ー を 始 め と す る
試 行 を 行 う な ど 、 研 修 効 果 測 定 方 研 修 専 門 機 関 等 と 連 携 し な が ら 、 引 き 続
策の検討に努める必要がある。（職 き 検 討 し て い き た い 。
員 研 修 課 ）

───────────────────────────────────────────────────────────
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⑵ 主 催 以 外 の 研 修 の 伝 達 研 修 実 施
効 率 性 、 有 効 性 の 観 点 か ら 、 ま た （ 知 事 直 轄 広 報 課 ）

研 修 内 容 の 情 報 共 有 化 を 図 る た め に 直 轄 内 各 所 属 に 対 し 依 頼 文 を 送 付 し 、
も 、 関 係 職 員 に 対 し 伝 達 研 修 を 必 要 効 率 性 、 有 効 性 の 観 点 か ら 、 ま た 、 情 報
に 応 じ 実 施 す る よ う 、 主 催 以 外 の 専 共 有 化 を 図 る た め 、 関 係 職 員 に 対 し 伝 達
門 研 修 等 実 施 機 関 に 対 し 働 き 掛 け る 研 修 を 必 要 に 応 じ 実 施 す る よ う 求 め た 。
必 要 が あ る 。 （ 各 部 局 主 管 課 等 、 職
員 研 修 課 ） （ 総 務 課 ）

効 率 性 、 有 効 性 の 観 点 か ら 、 ま た 、 情
報 共 有 化 を 図 る た め 、 関 係 職 員 に 対 し 伝
達 研 修 を 必 要 に 応 じ 実 施 す る よ う 部 内 各
所 属 に 文 書 で 通 知 し た 。

（ 職 員 研 修 課 ）
平 成 26年 ３ 月 20日 に 各 部 局 等 研 修 担 当

者 会 議 を 開 催 し 、 行 政 監 査 結 果 報 告 書 を
基 に 、 必 要 に 応 じ て 伝 達 研 修 を 実 施 す る
よう 周知するとともに、 平成 26年 ３ 月 25
日 付 け で 各 部 局 等 へ 文 書 で 依 頼 し た 。

（ 企 画 調 整 課 ）
監 査 結 果 に つ い て 部 内 各 所 属 に 通 知 し

た 。 今 後 主 催 以 外 の 専 門 研 修 等 に お い て
は 、 関 係 職 員 に 対 し 伝 達 研 修 を 必 要 に 応
じ 実 施 す る よ う 部 内 で 周 知 を 図 る 。

（ 生 活 環 境 総 務 課 ）
部 内 各 所 属 に 対 し 依 頼 文 を 送 付 し 、 効

率 性 、 有 効 性 の 観 点 か ら 、 ま た 、 情 報 共
有 化 を 図 る た め 、 関 係 職 員 に 対 し 伝 達 研
修 を 必 要 に 応 じ 実 施 す る よ う 求 め た 。

（ 保 健 福 祉 総 務 課 ）
部 内 各 所 属 に 対 し 通 知 文 を 送 付 し 、 効

率 性 、 有 効 性 の 観 点 か ら 、 ま た 、 情 報 共
有 化 を 図 る た め 、 関 係 職 員 に 対 し 伝 達 研
修 を 必 要 に 応 じ 実 施 す る よ う 求 め た 。

（ 商 工 総 務 課 ）
今後主催以外の専門研修等においては、

関 係 職 員 に 対 し 伝 達 研 修 を 必 要 に 応 じ 実
施 す る よ う 部 内 に 周 知 し た 。

（ 農 林 総 務 課 ）
関係職員に対する伝達研修については、

効 率 性 、 有 効 性 の 観 点 か ら 、 ま た 情 報 共
有 化 を 図 る た め 、 研 修 受 講 者 の 所 属 に お
い て 必 要 に 応 じ 実 施 す る よ う 、 総 括 主 幹
会 議 に お い て 要 請 し た 。 各 出 先 機 関 に 対
し て は 、 各 種 会 議 等 の 機 会 を 通 じ て 要 請
し て い く 。

（ 土 木 総 務 課 ）
土 木 部 出 先 機 関 総 務 担 当 次 長 会 議 （ 平

成 26年 ５ 月 16日 開 催 ） に お い て 、 研 修 を
効 率 的 、 有 効 的 に 実 施 し 、 ま た 研 修 内 容
の 情 報 共 有 化 を 図 る た め に も 、 必 要 に 応

───────────────────────────────────────────────────────────
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じ 伝 達 研 修 の 実 施 や 、 資 料 の 回 覧 等 に よ
る 情 報 の 共 有 を 行 う よ う 周 知 し た 。

（ 出 納 局 出 納 総 務 課 ）
局 内 各 課 に 対 し 、 効 率 性 、 有 効 性 の 観

点 か ら 、 ま た 、 情 報 共 有 化 を 図 る た め 、
関 係 職 員 に 対 し 伝 達 研 修 を 必 要 に 応 じ 実
施 す る よ う 求 め た 。

（ 企 業 局 経 営 企 画 課 ）
局 内 各 所 属 に 対 し 依 頼 文 を 送 付 し 、 効

率 性 、 有 効 性 の 観 点 か ら 、 ま た 、 情 報 共
有 化 を 図 る た め 、 関 係 職 員 に 対 し 伝 達 研
修 を 必 要 に 応 じ 実 施 す る よ う 求 め た 。

⑶ 研 修 の 開 催 時 期
主 催 す る 専 門 研 修 、 職 場 研 修 の 実 （ 知 事 直 轄 広 報 課 ）

施 機 関 に あ っ て は 、 有 効 性 の 観 点 か 知 事 直 轄 内 各 所 属 に 対 し 依 頼 文 を 送 付
ら も 、 研 修 を 年 度 の で き る だ け 早 い し 、 主 催 す る 専 門 研 修 を 年 度 の で き る だ
時期に開催されるよう努められたい。 け 早 い 時 期 に 計 画 的 に 実 施 す る よ う 求 め

た 。

⑷ パ ソ コ ン 等 を 活 用 し た 研 修 の 強 化
専 門 研 修 等 を 主 催 す る 部 局 等 に 対 （ 職 員 研 修 課 ）

し 、 パ ソ コ ン 等 を 活 用 し た 研 修 の 強 平 成 26年 ３ 月 20日 に 各 部 局 等 研 修 担 当
化 に つ い て 働 き 掛 け る 必 要 が あ る 。 者 会 議 を 開 催 し 、 行 政 監 査 結 果 報 告 書 を
（ 職 員 研 修 課 ） 基 に 、 パ ソ コ ン 等 を 活 用 し た 研 修 の 強 化

に つ い て 周 知 す る と と も に 、 平 成 26年 ３
月 25日付けで各部局等へ文書で依頼した。

（ 監 査 総 務 課 ）

監 査 公 表 第 １ ９ 号
平 成 26年 ３ 月 28日 監 査 公 表 第 10号 に よ り 公 表 し た 監 査 結 果 に つ い て 、 地 方 自 治 法 （ 昭

和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 12項 の 規 定 に 基 づ き 、 福 島 県 病 院 事 業 管 理 者 か ら 次 の と お
り 措 置 状 況 の 通 知 が あ っ た の で 、 同 項 の 規 定 に よ り こ れ を 公 表 す る 。

平 成 26年 ８ 月 22日
福 島 県 監 査 委 員 小 桧 山 善 継
福 島 県 監 査 委 員 三 村 博 昭
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 尾 形 克 彦

2 6 病 第 1 9 8 号
平 成 26年 ５ 月 30日

福 島 県 監 査 委 員 小 桧 山 善 継
福 島 県 監 査 委 員 三 村 博 昭

様
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 尾 形 克 彦

福 島 県 病 院 事 業 管 理 者 丹 羽 真 一 □印
平 成 25年 度 行 政 監 査 の 結 果 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て （ 通 知 ）

平 成 26年 ３ 月 18日 付 け 25福 監 第 229号 で 報 告 の あ り ま し た こ の こ と に つ い て 、 別 紙 の と
お り 措 置 を 講 じ ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 199条 第 12項 の 規 定 に よ り 通 知 し ま す 。

（ 別 紙 ）
行 政 監 査 の 結 果 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て

１ 監 査 対 象
職 員 研 修 に つ い て

２ 所 見 及 び 措 置 の 状 況 に つ い て

───────────────────────────────────────────────────────────
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監 査 委 員 所 見 措 置 状 況

第 ３ 監 査 委 員 意 見
１ 総 括 的 事 項 に つ い て
⑸ 研 修 担 当 者 の 明 記

計 画 的 、 効 率 的 な 研 修 実 施 の た め （ 病 院 経 営 課 ）
に も 、 事 務 分 掌 に お い て 研 修 担 当 を 病 院 局 、 各 県 立 病 院 の 事 務 分 掌 に お い
明 記 さ れ る よ う 、 各 機 関 に 働 き 掛 け て は 、 研 修 担 当 を 明 記 し て い る 。
る 必 要 が あ る 。 （ 各 部 局 主 管 課 等 ）

８ そ の 他 研 修 実 施 関 係 に つ い て
⑴ 研 修 効 果 測 定
ア 主 催 研 修 の 研 修 効 果 測 定 の 実 施

主 催 研 修 の 効 果 測 定 は 、 次 回 開 （ 病 院 経 営 課 ）
催 の 研 修 見 直 し や 研 修 評 価 な ど の 病 院 局 が 主 催 す る 研 修 に お い て 、 必 要
参 考 と な る も の で あ り 、 必 要 に 応 に応じ研修効果測定を実施するとともに、
じ 研 修 効 果 測 定 を 実 施 す る よ う 、 各 県 立 病 院 に お い て も 研 修 効 果 測 定 を 実
主 催 す る 専 門 研 修 等 の 実 施 機 関 に 施 す る よ う 働 き 掛 け て ま い り ま す 。
対 し 働 き 掛 け る 必 要 が あ る 。 （ 各
部 局 主 管 課 等 ）

⑵ 主 催 以 外 の 研 修 の 伝 達 研 修 実 施
効 率 性 、 有 効 性 の 観 点 か ら 、 ま た （ 病 院 経 営 課 ）

研 修 内 容 の 情 報 共 有 化 を 図 る た め に 病 院 局 に お い て 、 関 係 職 員 に 対 し て 必
も 、 関 係 職 員 に 対 し 伝 達 研 修 を 必 要 要 に 応 じ 伝 達 研 修 を 実 施 す る と と も に 、
に 応 じ 実 施 す る よ う 、 主 催 以 外 の 専 各 県 立 病 院 に お い て も 、 必 要 に 応 じ 伝 達
門 研 修 等 実 施 機 関 に 対 し 働 き 掛 け る 研 修 を 実 施 す る よ う 働 き 掛 け て ま い り ま
必 要 が あ る 。 （ 各 部 局 主 管 課 等 ） す 。

（ 監 査 総 務 課 ）

監 査 公 表 第 ２ ０ 号
平 成 26年 ３ 月 28日 監 査 公 表 第 10号 に よ り 公 表 し た 監 査 結 果 に つ い て 、 地 方 自 治 法 （ 昭

和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 12項 の 規 定 に 基 づ き 、 福 島 県 議 会 議 長 か ら 次 の と お り 措 置
状 況 の 通 知 が あ っ た の で 、 同 項 の 規 定 に よ り こ れ を 公 表 す る 。

平 成 26年 ８ 月 22日
福 島 県 監 査 委 員 小 桧 山 善 継
福 島 県 監 査 委 員 三 村 博 昭
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 尾 形 克 彦

2 6 福 局 総 第 6 4 号
平 成 26年 ５ 月 30日

福 島 県 監 査 委 員 小 桧 山 善 継
福 島 県 監 査 委 員 三 村 博 昭

様
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 尾 形 克 彦

福 島 県 議 会 議 長 平 出 孝 朗 □印
平 成 25年 度 行 政 監 査 の 結 果 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て （ 通 知 ）

平 成 26年 ３ 月 18日 付 け 25福 監 第 229号 で 報 告 の あ り ま し た こ の こ と に つ い て 、 別 紙 の と
お り 措 置 を 講 じ ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 199条 第 12項 の 規 定 に よ り 通 知 し ま す 。

（ 別 紙 ）
行 政 監 査 の 結 果 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て

１ 監 査 対 象
職 員 研 修 に つ い て

２ 所 見 及 び 措 置 の 状 況 に つ い て

監 査 委 員 所 見 措 置 状 況

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━



平成26年８月22日 金曜日 福 島 県 報 号外第34号13

第 ３ 監 査 委 員 意 見
１ 総 括 的 事 項 に つ い て
⑸ 研 修 担 当 者 の 明 記

計 画 的 、 効 率 的 な 研 修 実 施 の た め （ 議 会 事 務 局 総 務 課 ）
に も 、 事 務 分 掌 に お い て 研 修 担 当 を 事 務 分 掌 上 、 総 務 課 企 画 担 当 主 任 が 研
明 記 さ れ る よ う 、 各 機 関 に 働 き 掛 け 修 担 当 と な っ て お り 、 計 画 的 、 効 率 的 な
る 必 要 が あ る 。 （ 各 部 局 主 管 課 等 ） 研 修 の 実 施 に 努 め て い る 。

８ そ の 他 研 修 実 施 関 係 に つ い て
⑴ 研 修 効 果 測 定
ア 主 催 研 修 の 研 修 効 果 測 定 の 実 施

主 催 研 修 の 効 果 測 定 は 、 次 回 開 （ 議 会 事 務 局 総 務 課 ）
催 の 研 修 見 直 し や 研 修 評 価 な ど の 事 務 局 主 催 の 研 修 と し て 実 施 し て い る
参 考 と な る も の で あ り 、 必 要 に 応 ものはないが、各課において職場研修（Ｏ
じ 研 修 効 果 測 定 を 実 施 す る よ う 、 Ｊ Ｔ 研 修 ） を 実 施 し て お り 、 こ れ ら 職 場
主 催 す る 専 門 研 修 等 の 実 施 機 関 に 研 修 に お い て は 、 必 要 に 応 じ 、 ア ン ケ ー
対 し 働 き 掛 け る 必 要 が あ る 。 （ 各 ト等による効果測定の実施も検討したい。
部 局 主 管 課 等 ）

⑵ 主 催 以 外 の 研 修 の 伝 達 研 修 実 施
効 率 性 、 有 効 性 の 観 点 か ら 、 ま た （ 議 会 事 務 局 総 務 課 )

研 修 内 容 の 情 報 共 有 化 を 図 る た め に 研 修 内 容 の 情 報 共 有 化 を 図 る 意 味 に お
も 、 関 係 職 員 に 対 し 伝 達 研 修 を 必 要 い て 、 伝 達 研 修 は 効 果 が あ る も の と 思 わ
に 応 じ 実 施 す る よ う 、 主 催 以 外 の 専 れ る の で 、 今 後 、 必 要 に 応 じ て 、 関 係 職
門 研 修 等 実 施 機 関 に 対 し 働 き 掛 け る 員 へ の 伝 達 研 修 の 実 施 に 努 め た い 。
必 要 が あ る 。 （ 各 部 局 主 管 課 等 ）

（ 監 査 総 務 課 ）

監 査 公 表 第 ２ １ 号
平 成 26年 ３ 月 28日 監 査 公 表 第 10号 に よ り 公 表 し た 監 査 結 果 に つ い て 、 地 方 自 治 法 （ 昭

和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 12項 の 規 定 に 基 づ き 、 福 島 県 教 育 委 員 会 委 員 長 か ら 次 の と
お り 措 置 状 況 の 通 知 が あ っ た の で 、 同 項 の 規 定 に よ り こ れ を 公 表 す る 。

平 成 26年 ８ 月 22日
福 島 県 監 査 委 員 小 桧 山 善 継
福 島 県 監 査 委 員 三 村 博 昭
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 尾 形 克 彦

2 6 教 財 第 2 3 5 号
平 成 26年 ５ 月 30日

福 島 県 監 査 委 員 小 桧 山 善 継
福 島 県 監 査 委 員 三 村 博 昭

様
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 尾 形 克 彦

福 島 県 教 育 委 員 会 委 員 長 小 野 栄 重 □印
平 成 25年 度 行 政 監 査 の 結 果 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て （ 通 知 ）

平 成 26年 ３ 月 18日 付 け 25福 監 第 229号 で 報 告 の あ り ま し た こ の こ と に つ い て 、 別 紙 の と
お り 措 置 を 講 じ ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 199条 第 12項 の 規 定 に よ り 通 知 し ま す 。

（ 別 紙 ）
行 政 監 査 の 結 果 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て

１ 監 査 対 象
職 員 研 修 に つ い て

２ 所 見 及 び 措 置 の 状 況 に つ い て

監 査 委 員 所 見 措 置 状 況

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━



平成26年８月22日 金曜日 福 島 県 報 号外第34号 14

第 ３ 監 査 委 員 意 見
１ 総 括 的 事 項 に つ い て
⑸ 研 修 担 当 者 の 明 記

計 画 的 、 効 率 的 な 研 修 実 施 の た め （ 教 育 総 務 課 ）
に も 、 事 務 分 掌 に お い て 研 修 担 当 を 職 員 研 修 の 重 要 性 を 踏 ま え 、 平 成 26年
明 記 さ れ る よ う 、 各 機 関 に 働 き 掛 け ３ 月 31日 に 教 育 庁 各 課 長 、 各 教 育 事 務 所
る 必 要 が あ る 。 （ 各 部 局 主 管 課 等 ） 長 及 び 教 育 委 員 会 の 所 管 に 属 す る 教 育 機

関 の 長 に 対 し 、 以 下 の 事 項 に つ い て 教 育
８ そ の 他 研 修 実 施 関 係 に つ い て 長 通 知 に よ り 指 示 を し た 。
⑴ 研 修 効 果 測 定 １ 計 画 的 、 効 率 的 な 研 修 実 施 の た め 、
ア 主 催 研 修 の 研 修 効 果 測 定 の 実 施 事 務 分 掌 に 研 修 担 当 を 明 記 す る こ と 。

主 催 研 修 の 効 果 測 定 は 、 次 回 開 ２ 専 門 研 修 及 び 職 場 研 修 を 実 施 し た 所
催 の 研 修 見 直 し や 研 修 評 価 な ど の 属 に お い て 、 必 要 に 応 じ て 研 修 効 果 測
参 考 と な る も の で あ り 、 必 要 に 応 定 を 実 施 す る こ と 。
じ 研 修 効 果 測 定 を 実 施 す る よ う 、 ３ 必 要 に 応 じ て 研 修 受 講 者 に よ る 伝 達
主 催 す る 専 門 研 修 等 の 実 施 機 関 に 研 修 を 実 施 す る こ と 。
対 し 働 き 掛 け る 必 要 が あ る 。 （ 各
部 局 主 管 課 等 ）

⑵ 主 催 以 外 の 研 修 の 伝 達 研 修 実 施
効 率 性 、 有 効 性 の 観 点 か ら 、 ま た

研 修 内 容 の 情 報 共 有 化 を 図 る た め に
も 、 関 係 職 員 に 対 し 伝 達 研 修 を 必 要
に 応 じ 実 施 す る よ う 、 主 催 以 外 の 専
門 研 修 等 実 施 機 関 に 対 し 働 き 掛 け る
必 要 が あ る 。 （ 各 部 局 主 管 課 等 ）

（ 監 査 総 務 課 ）

監 査 公 表 第 ２ ２ 号
平 成 26年 ３ 月 28日 監 査 公 表 第 10号 に よ り 公 表 し た 監 査 結 果 に つ い て 、 地 方 自 治 法 （ 昭

和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 12項 の 規 定 に 基 づ き 、 福 島 県 公 安 委 員 会 委 員 長 か ら 次 の と
お り 措 置 状 況 の 通 知 が あ っ た の で 、 同 項 の 規 定 に よ り こ れ を 公 表 す る 。

平 成 26年 ８ 月 22日
福 島 県 監 査 委 員 小 桧 山 善 継
福 島 県 監 査 委 員 三 村 博 昭
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 尾 形 克 彦

福公委（会）第１号
平 成 26年 ６ 月 27日

福 島 県 監 査 委 員 小 桧 山 善 継
福 島 県 監 査 委 員 三 村 博 昭

様
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 尾 形 克 彦

福 島 県 公 安 委 員 会 委 員 長 高 瀬 淳 □印
平 成 25年 度 行 政 監 査 の 結 果 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て （ 通 知 ）

平 成 26年 ３ 月 18日 付 け 25福 監 第 229号 で 報 告 の あ り ま し た 平 成 25年 度 行 政 監 査 の 結 果 に
つ い て は 、 別 紙 の と お り 措 置 を 講 じ ま し た の で 地 方 自 治 法 第 199条 第 12項 の 規 定 に よ り 通
知 し ま す 。

（ 別 紙 ）
行 政 監 査 の 結 果 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て

１ 監 査 対 象
職 員 研 修 に つ い て

２ 所 見 及 び 措 置 の 状 況 に つ い て

監 査 委 員 所 見 措 置 状 況

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━



平成26年８月22日 金曜日 福 島 県 報 号外第34号15

第 ３ 監 査 委 員 意 見
１ 総 括 的 事 項 に つ い て
⑸ 研 修 担 当 者 の 明 記

計 画 的 、 効 率 的 な 研 修 実 施 の た め （ 警 察 本 部 警 務 部 教 養 課 ）
に も 、 事 務 分 掌 に お い て 研 修 担 当 を 各 主 催 専 門 研 修 を 担 当 す る 所 属 に お い
明 記 さ れ る よ う 、 各 機 関 に 働 き 掛 け て は 、 事 務 分 掌 表 に 、 指 導 教 養 に 関 す る
る 必 要 が あ る 。 （ 各 部 局 主 管 課 等 ） こ と が 明 記 さ れ て い る 。 ま た 、 各 所 属 に

お い て は 、 教 養 推 進 者 と し て 次 席 等 を 指
定 し て い る と こ ろ で あ る 。
今 後 も 、 主 催 専 門 研 修 を 担 当 す る 所 属

及 び 教 養 推 進 者 を 活 用 し て 職 員 に 対 す る
研 修 等 を 行 っ て い く 。

８ そ の 他 研 修 実 施 関 係 に つ い て
⑴ 研 修 効 果 測 定
ア 主 催 研 修 の 研 修 効 果 測 定 の 実 施

主 催 研 修 の 効 果 測 定 は 、 次 回 開 （ 警 察 本 部 警 務 部 教 養 課 ）
催 の 研 修 見 直 し や 研 修 評 価 な ど の 研 修 の 効 果 測 定 に つ い て は 、 研 修 等 の
参 考 と な る も の で あ り 、 必 要 に 応 実 施 機 関 に よ り 対 応 が ま ち ま ち だ っ た た
じ 研 修 効 果 測 定 を 実 施 す る よ う 、 め 、 今 後 は 効 果 測 定 の 重 要 性 を 鑑 み 、 各
主 催 す る 専 門 研 修 等 の 実 施 機 関 に 専 門 研 修 担 当 課 に 対 し 効 果 測 定 等 を 積 極
対 し 働 き 掛 け る 必 要 が あ る 。 （ 各 的 に 行 う 。
部 局 主 管 課 等 ）

⑵ 主 催 以 外 の 研 修 の 伝 達 研 修 実 施
効 率 性 、 有 効 性 の 観 点 か ら 、 ま た （ 警 察 本 部 警 務 部 教 養 課 ）

研 修 内 容 の 情 報 共 有 化 を 図 る た め に 伝 達 研 修 に つ い て は 、 研 修 等 に 参 加 し
も 、 関 係 職 員 に 対 し 伝 達 研 修 を 必 要 な か っ た 職 員 が 研 修 内 容 を 知 る 唯 一 の 手
に 応 じ 実 施 す る よ う 、 主 催 以 外 の 専 段 で あ る の で 、 本 部 各 課 に よ る 事 務 指 導
門 研 修 等 実 施 機 関 に 対 し 働 き 掛 け る 等 の 機 会 に 各 所 属 に 対 し て 伝 達 研 修 の 実
必 要 が あ る 。 （ 各 部 局 主 管 課 等 ） 施 の 働 き 掛 け を 行 う 。

（ 監 査 総 務 課 ）

監 査 公 表 第 ２ ３ 号
平 成 26年 ３ 月 28日 監 査 公 表 第 10号 に よ り 公 表 し た 監 査 結 果 に つ い て 、 地 方 自 治 法 （ 昭

和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 12項 の 規 定 に 基 づ き 、 福 島 県 代 表 監 査 委 員 か ら 次 の と お り
措 置 状 況 の 通 知 が あ っ た の で 、 同 項 の 規 定 に よ り こ れ を 公 表 す る 。

平 成 26年 ８ 月 22日
福 島 県 監 査 委 員 小 桧 山 善 継
福 島 県 監 査 委 員 三 村 博 昭
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 尾 形 克 彦

2 6 福 監 第 4 6 号
平 成 26年 ６ 月 ９ 日

福 島 県 監 査 委 員 小 桧 山 善 継
福 島 県 監 査 委 員 三 村 博 昭

様
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 尾 形 克 彦

福 島 県 代 表 監 査 委 員 美 馬 武 千 代 □印
平 成 25年 度 行 政 監 査 の 結 果 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て （ 通 知 ）

平 成 26年 ３ 月 18日 付 け 25福 監 第 229号 で 報 告 の あ り ま し た 平 成 25年 度 行 政 監 査 の 結 果 に
つ い て は 、 別 紙 の と お り 措 置 し ま し た の で 地 方 自 治 法 第 199条 第 12項 の 規 定 に よ り 通 知 し
ま す 。

（ 別 紙 ）
行政監査の結果に係る措置状況について

１ 監 査 対 象

───────────────────────────────────────────────────────────
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職 員 研 修 に つ い て
２ 所 見 及 び 措 置 の 状 況 に つ い て

監 査 委 員 所 見 措 置 状 況

第 ３ 監 査 委 員 意 見
１ 総 括 的 事 項 に つ い て
⑸ 研 修 担 当 者 の 明 記

計 画 的 、 効 率 的 な 研 修 実 施 の た め （ 監 査 総 務 課 ）
に も 、 事 務 分 掌 に お い て 研 修 担 当 を 研 修 担 当 者 に つ い て は 、 監 査 委 員 事 務
明 記 さ れ る よ う 、 各 機 関 に 働 き 掛 け 局 監 査 総 務 課 の 事 務 分 掌 表 に 明 記 さ れ て
る 必 要 が あ る 。 （ 各 部 局 主 管 課 等 ） い る 。

８ そ の 他 研 修 実 施 関 係 に つ い て
⑴ 研 修 効 果 測 定
ア 主 催 研 修 の 研 修 効 果 測 定 の 実 施

主 催 研 修 の 効 果 測 定 は 、 次 回 開 （ 監 査 総 務 課 ）
催 の 研 修 見 直 し や 研 修 評 価 な ど の 監 査 総 務 課 主 催 で 毎 年 、 初 任 者 研 修 会
参 考 と な る も の で あ り 、 必 要 に 応 を実施しているが、受講者からのアンケー
じ 研 修 効 果 測 定 を 実 施 す る よ う 、 ト 結 果 を 反 映 さ せ 、 次 回 開 催 の 研 修 内 容
主 催 す る 専 門 研 修 等 の 実 施 機 関 に を 検 討 し た い 。
対 し 働 き 掛 け る 必 要 が あ る 。 （ 各
部 局 主 管 課 等 ）

⑵ 主 催 以 外 の 研 修 の 伝 達 研 修 実 施
効 率 性 、 有 効 性 の 観 点 か ら 、 ま （ 監 査 総 務 課 ）

た 研 修 内 容 の 情 報 共 有 化 を 図 る た 主 催 以 外 の 研 修 に つ い て 、 受 講 者 は 必
め に も 、 関 係 職 員 に 対 し 伝 達 研 修 ず 伝 達 研 修 を 行 う こ と と な っ て お り 、 研
を 必 要 に 応 じ 実 施 す る よ う 、 主 催 修 内 容 の 情 報 共 有 化 を 図 っ て い る 。
以 外 の 専 門 研 修 等 実 施 機 関 に 対 し
働 き 掛 け る 必 要 が あ る 。 （ 各 部 局
主 管 課 等 ）

（ 監 査 総 務 課 ）

監 査 公 表 第 ２ ４ 号
平 成 26年 ３ 月 28日 監 査 公 表 第 10号 に よ り 公 表 し た 監 査 結 果 に つ い て 、 地 方 自 治 法 （ 昭

和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 12項 の 規 定 に 基 づ き 、 福 島 県 人 事 委 員 会 委 員 長 か ら 次 の と
お り 措 置 状 況 の 通 知 が あ っ た の で 、 同 項 の 規 定 に よ り こ れ を 公 表 す る 。

平 成 26年 ８ 月 22日
福 島 県 監 査 委 員 小 桧 山 善 継
福 島 県 監 査 委 員 三 村 博 昭
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 尾 形 克 彦

2 5 人 委 第 7 0 9 号
平 成 26年 ５ 月 30日

福 島 県 監 査 委 員 小 桧 山 善 継
福 島 県 監 査 委 員 三 村 博 昭

様
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 尾 形 克 彦

福 島 県 人 事 委 員 会 委 員 長 今 野 順 夫 □印
平 成 25年 度 行 政 監 査 の 結 果 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て （ 通 知 ）

平 成 26年 ３ 月 18日 付 け 25福 監 第 229号 で 報 告 の あ り ま し た 平 成 25年 度 行 政 監 査 の 結 果 に
つ い て は 、 別 紙 の と お り 措 置 し ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 199条 第 12項 の 規 定 に よ り 通 知
し ま す 。

（ 別 紙 ）
行 政 監 査 の 結 果 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て

───────────────────────────────────────────────────────────
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１ 監 査 対 象
職 員 研 修 に つ い て

２ 所 見 及 び 措 置 の 状 況 に つ い て

監 査 委 員 所 見 措 置 状 況

第 ３ 監 査 委 員 意 見
１ 総 括 的 事 項 に つ い て
⑸ 研 修 担 当 者 の 明 記

計 画 的 、 効 率 的 な 研 修 実 施 の た め （ 人 事 委 員 会 事 務 局 総 務 審 査 課 ）
に も 、 事 務 分 掌 に お い て 研 修 担 当 を 本 局 は 、 事 務 分 掌 に 研 修 担 当 者 を 明 記
明 記 さ れ る よ う 、 各 機 関 に 働 き 掛 け し て い る 。
る 必 要 が あ る 。 （ 各 部 局 主 管 課 等 ）

８ そ の 他 研 修 実 施 関 係 に つ い て
⑴ 研 修 効 果 測 定
ア 主 催 研 修 の 研 修 効 果 測 定 の 実 施
主 催 研 修 の 効 果 測 定 は 、 次 回 開 催 （ 人 事 委 員 会 事 務 局 総 務 審 査 課 ）

の 研 修 見 直 し や 研 修 評 価 な ど の 参 考 外 部 研 修 へ の 参 加 に よ り 研 修 効 果 が 得
と な る も の で あ り 、 必 要 に 応 じ 研 修 ら れ て い る こ と か ら 、 主 催 研 修 は 開 催 し
効 果 測 定 を 実 施 す る よ う 、 主 催 す る て い な い 。
専 門 研 修 等 の 実 施 機 関 に 対 し 働 き 掛 な お 、 今 後 参 加 す る 外 部 研 修 に つ い て
ける必要がある。（各部局主管課等） は 、 そ の 効 果 を 確 認 し 、 必 要 に 応 じ て 見

直 し を 行 う 。
⑵ 主 催 以 外 の 研 修 の 伝 達 研 修 実 施

効 率 性 、 有 効 性 の 観 点 か ら 、 ま た （ 人 事 委 員 会 事 務 局 総 務 審 査 課 ）
研 修 内 容 の 情 報 共 有 化 を 図 る た め に 本 局 は 毎 週 定 例 的 に 各 課 単 位 の 業 務 打
も 、 関 係 職 員 に 対 し 伝 達 研 修 を 必 要 合 せ を 実 施 し て い る こ と か ら 、 当 該 打 合
に 応 じ 実 施 す る よ う 、 主 催 以 外 の 専 せ を 活 用 す る な ど 、 研 修 受 講 者 が 必 要 に
門 研 修 等 実 施 機 関 に 対 し 働 き 掛 け る 応 じ て 関 係 職 員 に 伝 達 研 修 を 実 施 す る こ
必 要 が あ る 。 （ 各 部 局 主 管 課 等 ） と が で き る よ う 措 置 す る 。

９ 人 事 委 員 会 に つ い て
人 事 委 員 会 は 、 研 修 の 実 施 状 況 を 調 （ 人 事 委 員 会 事 務 局 採 用 給 与 課 ）

査 し 、 研 修 方 法 な ど に 関 す る 研 究 を 行 人 事 委 員 会 で は こ れ ま で 、 「 職 員 の 給
い 、 そ の 成 果 を 提 出 す る な ど 適 切 に 対 与 等 に 関 す る 報 告 及 び 勧 告 」 に お い て 、
応 す る 必 要 が あ る 。 （ 人 事 委 員 会 採 用 人材育成及びそのための職員研修の充実・
給 与 課 ） 強 化 に つ い て 言 及 し て お り 、 職 員 研 修 の

重 要 性 に つ い て は 、 十 分 に 認 識 し て い る
と こ ろ で あ る 。
今 後 は 、 研 修 に 関 す る 調 査 を 進 め 、 人

材 育 成 に お け る 職 員 研 修 の あ り 方 に つ い
て 検 討 し 、 人 事 委 員 会 と し て の 役 割 を 果
た し て い き た い と 考 え て い る 。
な お 、 平 成 26年 度 に お い て は 、 任 命 権

者 に お け る 職 員 研 修 の 実 施 状 況 等 を 調 査
す る こ と と し て い る 。

（ 監 査 総 務 課 ）

監 査 公 表 第 ２ ５ 号
平 成 26年 ３ 月 28日 監 査 公 表 第 10号 に よ り 公 表 し た 監 査 結 果 に つ い て 、 地 方 自 治 法 （ 昭

和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 12項 の 規 定 に 基 づ き 、 福 島 県 労 働 委 員 会 会 長 か ら 次 の と お
り 措 置 状 況 の 通 知 が あ っ た の で 、 同 項 の 規 定 に よ り こ れ を 公 表 す る 。

平 成 26年 ８ 月 22日
福 島 県 監 査 委 員 小 桧 山 善 継
福 島 県 監 査 委 員 三 村 博 昭

───────────────────────────────────────────────────────────
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福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 尾 形 克 彦

2 6 労 委 第 6 3 号
平 成 26年 ５ 月 23日

福 島 県 監 査 委 員 小 桧 山 善 継
福 島 県 監 査 委 員 三 村 博 昭

様
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 尾 形 克 彦

福 島 県 労 働 委 員 会 会 長 新 開 文 雄 □印
平 成 25年 度 行 政 監 査 の 結 果 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て （ 通 知 ）

平 成 26年 ３ 月 18日 付 け 25福 監 第 229号 で 報 告 の あ り ま し た 平 成 25年 度 行 政 監 査 の 結 果 に
つ い て は 、 別 紙 の と お り 措 置 し ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 199条 第 12項 の 規 定 に よ り 通 知
し ま す 。

（ 別 紙 ）
行 政 監 査 の 結 果 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て

１ 監 査 対 象
職 員 研 修 に つ い て

２ 所 見 及 び 措 置 の 状 況 に つ い て

監 査 委 員 所 見 措 置 状 況

第 ３ 監 査 委 員 意 見
１ 総 括 的 事 項 に つ い て
⑸ 研 修 担 当 者 の 明 記

計 画 的 、 効 率 的 な 研 修 実 施 の た め （ 労 働 委 員 会 事 務 局 審 査 調 整 課 ）
に も 、 事 務 分 掌 に お い て 研 修 担 当 を 事 務 分 掌 に お い て 、 研 修 担 当 者 を 明 記
明 記 さ れ る よ う 、 各 機 関 に 働 き 掛 け し て い る 。
る 必 要 が あ る 。 （ 各 部 局 主 管 課 等 ）

８ そ の 他 研 修 実 施 関 係 に つ い て
⑴ 研 修 効 果 測 定
ア 主 催 研 修 の 研 修 効 果 測 定 の 実 施
主 催 研 修 の 効 果 測 定 は 、 次 回 開 催 （ 労 働 委 員 会 事 務 局 審 査 調 整 課 ）

の 研 修 見 直 し や 研 修 評 価 な ど の 参 考 主 催 研 修 と し て 、 新 任 職 員 に 対 す る 課
と な る も の で あ り 、 必 要 に 応 じ 研 修 内 研 修 を 実 施 し て い る 。
効 果 測 定 を 実 施 す る よ う 、 主 催 す る 課 内 研 修 後 は 、 過 去 の 事 案 を 題 材 に 意
専 門 研 修 等 の 実 施 機 関 に 対 し 働 き 掛 見 交 換 を 行 っ た り 、 相 談 業 務 を 行 う 際 、
ける必要がある。（各部局主管課等） 同 僚 職 員 が 様 々 な 指 導 、 助 言 を 行 い 、 必

要 な 知 識 を 伝 達 、 習 得 さ せ る と と も に 研
修 の 効 果 を 確 認 し て い る 。
な お 、 研 修 内 容 は 、 ア ン ケ ー ト 調 査 を

実 施 し 、 適 時 見 直 す こ と と し た 。

⑵ 主 催 以 外 の 研 修 の 伝 達 研 修 実 施
効 率 性 、 有 効 性 の 観 点 か ら 、 ま た （ 労 働 委 員 会 事 務 局 審 査 調 整 課 ）

研 修 内 容 の 情 報 共 有 化 を 図 る た め に 研 修 内 容 に よ り 、 課 員 に 周 知 す る こ と
も 、 関 係 職 員 に 対 し 伝 達 研 修 を 必 要 が 必 要 な も の に つ い て は 、 伝 達 研 修 を 実
に 応 じ 実 施 す る よ う 、 主 催 以 外 の 専 施 し て い る 。
門 研 修 等 実 施 機 関 に 対 し 働 き 掛 け る
必 要 が あ る 。 （ 各 部 局 主 管 課 等 ）

（ 監 査 総 務 課 ）

監 査 公 表 第 ２ ６ 号
地 方 自 治 法 （ 昭 和 22年 法 律 第 67号 ） 第 252条 の 37第 １ 項 の 規 定 に よ り 包 括 外 部 監 査 人 が

行 っ た 平 成 23年 度 の 包 括 外 部 監 査 の 結 果 に 基 づ き 講 じ た 措 置 に つ い て 、 福 島 県 教 育 委 員
会 委 員 長 か ら 通 知 が あ っ た の で 、 同 法 第 252条 の 38第 ６ 項 の 規 定 に よ り 、 次 の と お り 公 表
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す る 。
平 成 26年 ８ 月 22日

福 島 県 監 査 委 員 小 桧 山 善 継
福 島 県 監 査 委 員 三 村 博 昭
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 尾 形 克 彦

2 6 教 財 第 2 3 4 号
平 成 26年 ５ 月 30日

福 島 県 監 査 委 員 小 桧 山 善 継
福 島 県 監 査 委 員 三 村 博 昭

様
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 尾 形 克 彦

福 島 県 教 育 委 員 会 委 員 長 □印
平 成 23年 度 包 括 外 部 監 査 の 結 果 に 基 づ く 措 置 の 状 況 に つ い て （ 通 知 ）

こ の こ と に つ い て 、 別 紙 の と お り 措 置 を 講 じ ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 252条 の 38第 ６
項 の 規 定 に 基 づ き 通 知 し ま す 。

（ 別 紙 ）
平 成 23年 度 包 括 外 部 監 査 の 結 果 に 対 す る 措 置 の 状 況

項 目 名 監 査 結 果 報 告 の 内 容 （ 要 旨 ） 措 置 の 内 容

18 美術品 ⑹ 基 金 の 監 査 結 果 平 成 26年 ３ 月 31日 に 26 , 0 50千 円
等取得基 当 基 金 の 過 去 の 積 立 て と 基 の 買 戻 し を 行 っ た 。
金 金 か ら の 取 得 状 況 は 以 下 の と 美 術 品 等 に つ い て は 、 作 品 が い

お り で あ る 。 本 来 、 基 金 で 購 つ 市 場 に 出 る か 不 明 で あ る な ど 、
入 し た 美 術 品 等 は 、 事 後 的 に あ ら か じ め 予 算 計 上 す る こ と が 困
県 の 一 般 会 計 予 算 で 買 い 戻 す 難 な 面 も あ る こ と か ら 、 県 教 育 委
べ き も の で あ る と 考 え る 。 そ 員 会 で は 、 基 金 を 活 用 し 、 円 滑 か
れ に よ り 、 美 術 品 等 の 購 入 に つ 効 率 的 に 購 入 し て き た と こ ろ で
必 要 な 資 金 が 基 金 残 高 と し て あ る 。 こ の こ と か ら 、 美 術 品 等 の
維 持 さ れ る こ と に な る 。 購 入 を 行 う 上 で 、 基 金 制 度 は 欠 か
以 下 の 表 の と お り 、 当 基 金 す こ と が で き な い も の で あ る 。

の 新 規 積 立 て は 平 成 ７ 年 度 の 現 在 の 福 島 県 で は 、 東 日 本 大 震
102百万円をもって終了し、基 災 及 び 原 発 事 故 か ら の 復 旧 、 復 興
金残高は 724百万円で固定化し 等 の 緊 急 か つ 大 き な 財 政 需 要 が 生
た 。 一 方 、 美 術 品 等 の 県 に よ じ て い る こ と か ら 、 文 化 や 学 術 振
る 買 戻 し は 平 成 ９ 年 度 ま で は 興 に 係 る 予 算 に つ い て も 、 県 全 体
毎 年 実 施 さ れ て い た が 、 そ の の 中 で 緊 急 性 、 必 要 性 な ど を 総 合
後 は 間 隔 が 開 き 、 平 成 16年 度 的 に 判 断 し な が ら 、 今 後 も 予 算 措
の 10百 万 円 の 買 戻 し を 最 後 に 置 を 検 討 し て い く こ と と し た い 。
実 施 さ れ て い な い 。 ま た 、 基
金 で の 新 規 美 術 品 等 の 購 入 も
平 成 18年 度 を 最 後 に 、 そ の 後
４ 年 間 実 行 さ れ て い な い 。
バブル経済がピークを過ぎ、

崩 壊 の 兆 し が 見 え 始 め た 平 成
４ 年 度 、 ５ 年 度 に お い て は 、
一 時 的 に 全 て の 美 術 品 等 が 県
に 買 い 戻 さ れ 、 当 基 金 で 保 有
す る 美 術 品 等 は な く な っ た 。
し か し 、 平 成 17年 度 以 後 は 買
戻 し が 行 わ れ な い こ と か ら 、
平 成 22年 度 末 に お い て は 、 当
基 金 残 高 の う ち 6 7 8百 万 円 が
美 術 品 等 で 保 有 す る も の で あ
り 、 現 預 金 の 残 高 は 46百 万 円
ま で 減 少 し て い る 。 現 状 の ま
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ま で は 資 金 不 足 に よ り 新 た な
美 術 品 等 の 購 入 に は 大 き な 支
障 が 生 ず る 。
当 基 金 は 、 美 術 品 及 び 博 物

館 資 料 の 取 得 を 円 滑 か つ 効 率
的 に 行 う た め に 設 置 さ れ た も
の で あ る 。 す な わ ち 、 一 般 会
計 の 枠 外 で 機 動 的 な 美 術 品 等
の 購 入 が で き る よ う に 設 定 さ
れたものである。したがって、
基 金 側 で 現 物 資 産 を 保 有 し 、
資 金 の 流 動 性 を 失 う こ と は 基
金 の 趣 旨 に 合 致 し な い も の と
考 え る 。
財 源 の 問 題 か ら 、 今 後 と も

一 般 会 計 に よ る 基 金 保 有 現 物
資 産 の 買 取 り が 困 難 で あ る な
ら ば 、 当 基 金 を 維 持 す る 意 味
は な い の で 、 全 額 取 り 崩 す べ
き で あ る 。 一 方 、 今 後 も 当 基
金 を 維 持 し 、 希 少 価 値 の あ る
美 術 品 等 の 機 動 的 な 購 入 が で
き る よ う に す る の で あ れ ば 、
可 能 な 限 り 早 い 時 期 に 基 金 が
保 有 す る 美 術 品 等 の 買 戻 し を
行 い 、 当 基 金 の 現 預 金 残 高 を
増 額 す べ き で あ る 。
し か し な が ら 、 現 在 の 福 島

県 で は 、 東 日 本 大 震 災 及 び 原
発 事 故 か ら の 復 旧 、 復 興 等 の
緊 急 か つ 大 き な 財 政 需 要 が 生
じ て い る こ と か ら 、 文 化 や 学
術振興に係る予算についても、
県 全 体 の 中 で 緊 急 性 、 必 要 性
などを総合的に判断しながら、
予 算 措 置 を 講 ず る 必 要 が あ る
と 思 わ れ る 。
よ っ て 、 当 基 金 を 維 持 す る

の で あ れ ば 、 福 島 県 民 の 文 化
生 活 の 向 上 や 学 術 振 興 等 の 観
点から、予算措置が可能となっ
た 時 点 で 、 速 や か に 買 戻 し を
行 う べ き で あ る 。
ま た 、 当 基 金 で 保 有 す る 美

術 品 等 で あ っ て も 、 現 物 は 県
立 美 術 館 又 は 県 立 博 物 館 で 管
理 保 管 さ れ て い る 。 美 術 館 及
び 博 物 館 の 保 有 す る 美 術 品 等
の 資 産 に 、 一 般 会 計 で 購 入 し
た も の と 基 金 で 保 有 す る も の
と が 混 在 す る の は 、 資 産 の 現
物 管 理 の 観 点 か ら も 望 ま し く
な い の で 、 こ の よ う な 観 点 か
ら も 買 戻 し は 必 要 で あ る と 考
え る 。

（ 監 査 総 務 課 ）

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━



平成26年８月22日 金曜日 福 島 県 報 号外第34号21

監 査 公 表 第 ２ ７ 号
地 方 自 治 法 （ 昭 和 22年 法 律 第 67号 ） 第 252条 の 37第 １ 項 の 規 定 に よ り 包 括 外 部 監 査 人 が

行 っ た 平 成 24年 度 の 包 括 外 部 監 査 の 結 果 に 基 づ き 講 じ た 措 置 に つ い て 、 福 島 県 知 事 か ら
通 知 が あ っ た の で 、 同 法 第 252条 の 38第 ６ 項 の 規 定 に よ り 、 次 の と お り 公 表 す る 。

平 成 26年 ８ 月 22日
福 島 県 監 査 委 員 小 桧 山 善 継
福 島 県 監 査 委 員 三 村 博 昭
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 尾 形 克 彦

2 6 人 第 1 1 1 1 号
平 成 26年 ７ 月 24日

福 島 県 監 査 委 員 小 桧 山 善 継
福 島 県 監 査 委 員 三 村 博 昭

様
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 尾 形 克 彦

福 島 県 知 事 □印
平 成 24年 度 包 括 外 部 監 査 の 結 果 に 基 づ く 措 置 の 状 況 に つ い て （ 通 知 ）

こ の こ と に つ い て 、 別 紙 の と お り 措 置 を 講 じ ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 252条 の 38第 ６
項 の 規 定 に 基 づ き 通 知 し ま す 。

（ 別 紙 ）
平 成 24年 度 包 括 外 部 監 査 の 結 果 に 対 す る 措 置 の 状 況

項 目 名 監 査 結 果 報 告 の 内 容 （ 要 旨 ） 措 置 の 内 容

県税未収金 長 期 延 滞 し て い る 県 税 未 収 金 長 期 滞 納 案 件 の 速 や か な 整 理 に
（未納繰越 に つ い て 、 催 告 の 経 緯 及 び 回 収 つ い て は 、 平 成 26年 度 税 務 事 務 運
額）の長期 状 況 に つ い て 、 ヒ ア リ ン グ 及 び 営 方 針 の 重 点 取 組 事 項 と し て 取 り
滞納者の管 関 連 帳 票 に よ り 確 認 し た 。 そ の 組 む こ と と し た 。
理状況 結 果 、 以 下 の 事 例 は 延 滞 債 権 の な お 、 個 別 事 例 に つ い て は 、 下
（ No .４ 県 管 理 状 況 に 問 題 が あ り 、 関 係 書 記 の と お り 。
北） 類 の 整 備 や 担 保 物 件 の 現 況 調 査

を 十 分 に 行 う べ き で あ る 。
（ 事 例 １ ） （ 事 例 １ ）
【 状 況 】 県 税 未 収 金 の 台 帳 で あ る 滞 納 整
・ 宅 地 建 物 取 引 業 の 弁 済 業 理 票 は 平 成 20年 度 か ら 税 務 シ ス テ
務保証金分担金残高が 600千 ム の 電 子 フ ァ イ ル で 管 理 す る こ と
円 あ る た め 、 処 分 停 止 対 象 と し て い る 。
と し て い な い 。 税 務 シ ス テ ム に お け る 登 録 内 容

・ 滞 納 整 理 票 （ 税 務 シ ス テ と 当 該 滞 納 整 理 票 に お け る 記 載 内
ム に よ る 滞 納 未 収 の 台 帳 ） 容 に つ い て 関 係 書 類 と 突 合 し 、 税
で は 、 平 成 16年 ５ 月 に 債 権 務 シ ス テ ム の 登 録 内 容 が 正 し か っ
（ 給 与 以 外 ） の 差 押 を 解 除 た こ と か ら 滞 納 整 理 票 の 記 載 内 容
し た 旨 の 記 載 が あ り 、 管 理 を 修 正 し た 。
担 当 者 の 説 明 に よ る と 、 こ ま た 、 県 税 の 債 権 管 理 に つ い て
の 債 権 と は 弁 済 業 務 保 証 金 は 、 税 務 シ ス テ ム 運 用 マ ニ ュ ア ル
分 担 金 を 指 し て い る 。 に 基 づ き 、 税 務 シ ス テ ム 上 で 管 理

【 結 論 】 す る こ と と し て い る こ と か ら 、 決
滞 納 整 理 票 に お け る 差 押 解 算 処 理 時 に シ ス テ ム 登 録 内 容 と 差

除 の 記 載 は 事 実 と 異 な る も の 押 関 係 書 類 等 の 再 突 合 を 行 う こ と
で あ り 、 債 権 管 理 上 、 問 題 が を納税担当課長会議で再確認した。
あ る 。 早 急 に 記 載 を 訂 正 す る
と と も に 、 こ の よ う な 誤 り の
な い よ う に 、 台 帳 記 載 の 不 備
の 有 無 を 検 討 す べ き で あ る 。

（ 事 例 ２ ） （ 事 例 ２ ）
【 状 況 】 県 税 未 収 金 の 台 帳 で あ る 滞 納 整
・ 平 成 18年 11月 に 課 税 物 件 理 票 は 平 成 20年 度 か ら 税 務 シ ス テ
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へ の 差 押 実 行 、 平 成 22年 ５ ム の 電 子 フ ァ イ ル で 管 理 す る こ と
月に公売により配当金 682千 と し て い る 。
円 を 回 収 。 税 務 シ ス テ ム に お け る 登 録 内 容

・ 上記の事実について、「滞 と 手 書 き の 滞 納 整 理 票 に お け る 記
納 整 理 票 」 の 添 付 資 料 で あ 載内容について関係書類と突合し、
る 「 経 過 記 事 」 に は 記 載 が 税務システムの登録内容が正しかっ
あ る が 、 「 滞 納 整 理 票 」 に た こ と か ら 手 書 き の 滞 納 整 理 票 の
記 載 さ れ て い な い 。 記 載 内 容 を 修 正 し た 。

・ 事 業 運 営 の 実 態 が な く 資 ま た 、 県 税 の 債 権 管 理 に つ い て
産処分も完了しているため、 は 、 税 務 シ ス テ ム 運 用 マ ニ ュ ア ル
平 成 22年 ６ 月 に 滞 納 処 分 停 に 基 づ き 、 税 務 シ ス テ ム 上 で 管 理
止 し た 。 す る こ と と し て い る こ と か ら 、 決

・ 平 成 24年 ８ 月 の 調 査 時 に 算 処 理 時 に シ ス テ ム 登 録 内 容 と 差
法 人 登 記 は 存 在 し て い る 。 押 関 係 書 類 等 の 再 突 合 を 行 う こ と

【 結 論 】 を 、 納 税 担 当 課 長 会 議 で 再 確 認 し
滞 納 整 理 票 （ Ｅ Ｄ Ｐ ） に は た 。

平 成 22年 ５ 月 の 公 売 に 係 る 記
載 が あ る が 、 手 書 き の 滞 納 整
理 票 （ 滞 納 処 分 総 括 表 ） に は
記 載 が な い 。
県 北 地 方 振 興 局 で は 、 Ｅ Ｄ

Ｐ 導 入 時 に 長 期 延 滞 の 滞 納 に
つ い て の 過 去 か ら の 経 緯 は 、
Ｅ Ｄ Ｐ 入 力 せ ず 手 書 き の 管 理
表 を 用 い て い る が 、 ど ち ら を
正 と す る か の 取 扱 い が あ い ま
い で あ る 。 長 期 延 滞 の 滞 納 に
つ い て の 台 帳 管 理 の 方 針 を 明
確 に す る と と も に 、 台 帳 記 載
事 項 の 点 検 を 実 施 す べ き で あ
る 。

（ 事 例 ３ ） （ 事 例 ３ ）
【 状 況 】 年 １ 回 行 う こ と に な っ て い る 資
・ 平 成 20年 １ 月 に 不 動 産 差 力回復調査（現況調査）において、
押 を 実 行 し た が 、 先 順 位 が 市 町 村 財 産 調 査 を 徹 底 し 、 処 分 停
１ 億 円 あ り 回 収 不 能 と 判 断 止 時 点 と の 状 況 の 変 化 が 認 め ら れ
し て い る 。 る 場 合 に つ い て は 、 登 記 簿 調 査 等

・ 平 成 22年 ２ 月 に 現 況 調 査 を 必 ず 実 施 す る こ と を 徹 底 し た 。
し 、 同 年 ３ 月 に 滞 納 処 分 停
止 し た 。

【 結 論 】
差 押 物 件 の 現 況 調 査 は 、 平

成 22年 ２ 月 の 次 に 平 成 24年 11
月に実施されている。しかし、
残 高 が ２ 百 万 円 超 と 多 額 の 未
納残高を残している先であり、
先 順 位 の 状 況 や 所 有 権 移 転 の
有 無 の 確 認 の た め 、 少 な く と
も 年 １ 回 程 度 は 謄 本 を 入 手 す
る な ど の 現 況 調 査 を 実 施 す べ
き で あ る 。

県税未収 金 長 期 延 滞 し て い る 県 税 未 収 金
（未納 繰越 に つ い て 、 催 告 の 経 緯 及 び 回 収
額） の長期 状 況 に つ い て 、 ヒ ア リ ン グ 及 び
滞 納者の管 関 連 帳 票 に よ り 確 認 し た 。 そ の
理状況 結 果 、 以 下 の 事 例 は 延 滞 債 権 の
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（ No .５ 県 管 理 状 況 に 問 題 が あ り 、 関 係 書
中 ） 類 の 整 備 や 担 保 物 件 の 現 況 調 査

を 十 分 に 行 う べ き で あ る 。
（ 事 例 １ ） （ 事 例 １ ）
【 状 況 】 ① 差 押 解 除 の 判 断 は 、 そ の 財 産
・ 宅 地 建 物 取 引 業 の 弁 済 業 価 値 等 に つ い て 十 二 分 に 調 査 し
務保証金分担金残高が 600千 た 上 で 行 う と と も に 、 そ の 根 拠
円 あ る が 、 第 三 債 務 者 で あ を 書 類 と し て 明 確 に 残 す こ と を
る 社 団 法 人 全 国 宅 地 建 物 取 改 め て 徹 底 し た 。
引 業 保 証 協 会 （ 以 下 、 「 協 ② 滞 納 整 理 票 の 事 績 入 力 に 誤 り
会 」 と い う 。 ） に 電 話 確 認 が な い よ う に 、 関 係 帳 票 等 の 突
し た 結 果 、 先 行 差 押 が あ る 合 を 改 め て 徹 底 し 、 よ り 適 正 に
こ と が 判 明 し た た め 、 換 価 整 理 す る こ と と し た 。
可能な財産がないと判断し、
平 成 22年 ２ 月 19日 に 差 押 を
解 除 し た （ 国 税 徴 収法第 79
条 第 １ 項 第 ２ 号 （ 注 ） に よ
る 解 除 ） 。

・ 解 散 登 記 は な い が 法 人 の
実 態 な く 、 換 価 可 能 な 財 産
もないため平成 22年 ２ 月 17
日 に 滞 納 処 分 停 止 の 起 案 を
行 い 、 平 成 22年 ３ 月 31日 に
滞 納 処 分 停 止 を 決 定 し た 。

【 結 論 】
こ の 事 例 に 関 し て は 次 の ２

つ の 問 題 が あ る 。
① 弁 済 業 務 保 証 金 分 担 金 の
差 押 解 除 の 判 断
ヒ ア リ ン グ 時 の 説 明 及 び 資

料 に よ る と 、 弁 済 業 務 保 証 金
分 担 金 に 関 し て 平 成 22年 ２ 月
17日 に 協 会 へ の 電 話 確 認 に よ
り第１順位の差押があるため、
県 の 債 権 に 対 す る 返 還 見 込 が
な い 旨 の 回 答 が あ っ た と の こ
と で あ る 。 こ れ を 受 け 、 平 成
22年 ２ 月 19日 に 差 押 解 除 通 知
書 を 第 三 債 務 者 で あ る 協 会 宛
に 発 出 し て い る 。
し か し 、 電 話 確 認 に よ り 先

順 位 者 が あ る と の 回 答 を 得 た
だ け で 差 押 解 除 を 行 う こ と は
次 の 理 由 に よ り 疑 問 が 残 る 。
・ 滞 納 処 分 停 止 中 の 他 の 県
税 未 収 金 に お い て は 、 弁 済
業 務 保 証 金 分 担 金 の み 差 押
を 継 続 し て い る 例 が あ る 。

・ 先 順 位 者 の 債 権 額 が 明 確
で な く 、 「 無 益 な 差 押 」 と
言 え る か ど う か の 客 観 的 証
拠 が 不 十 分 で あ る 。

・ 不 動 産 担 保 の 場 合 は 、 先
順 位 私 債 権 等 に よ り 配 当 見
込 が 乏 し く て も 担 保 の 解 除
を 行 っ て い な い 例 が あ る 。
先 順 位 者 が 差 押 を 解 除 す る
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こ と も あ り 得 る た め 、 滞 納
処 分 停 止 後 の 定 期 的 な 現 況
調 査 で 弁 済 業 務 保 証 金 分 担
金の差押状況を継続的にフォ
ロ ー し 、 差 押 解 除 の 判 断 は
不 納 欠 損 処 理 の 判 断 時 ま で
に行えば良いものと考える。

② 滞 納 処 分 停 止 日 に つ い て
当 事 例 の 滞 納 処 分 調 査 票

決 裁 日 及 び 滞 納 処 分 停 止 日
等 に 係 る 帳 票 の 記 録 は 、 下
記 の と お り で あ っ た 。

・ 滞 納 整 理 票 （ 県 税 シ ス テ
ム 事 績 ） 滞 納 処 分 停 止 ： 平
成 22年 ２ 月 17日

・ 滞 納 処 分 調 査 票 調 査 ：
平 成 22年 ２ 月 17日 、 決 裁 ：
平 成 22年 ２ 月 29日

・ 滞納処分停止調書 調 査 ：
平 成 22年 ２ 月 17日 、 決 裁 ：
平 成 22年 ３ 月 31日

・ 処 分 停 止 画 面 （ 県 税 シ ス
テ ム 画 面 ）
起 案 日 ： 平成22年２月17日、
決 議 日 ： 平 成 22年 ３ 月 31日
正 し い 日 付 は 、 起 案 日 が 平

成 22年 ２ 月 17日 、 滞 納 処 分 停
止 日 （ 決 議 日 ） が 平 成 22年 ３
月 31日 で あ る 。 滞 納 処 分 の 停
止 は 債 権 管 理 に 係 る 重 要 な 手
続 で あ る た め 、 滞 納 整 理 票 の
事 績 （ 記 録 ） に つ い て 、 他 の
書 類 と 一 致 す る よ う 適 正 に 入
力 し 整 理 す る こ と に 、 十 分 留
意 す べ き で あ る 。
な お 、 現 行 の Ｅ Ｄ Ｐ シ ス テ

ム で は 、 滞 納 処 分 停 止 の 起 案
日 は 自 動 的 に 滞 納 整 理 票 に 記
載 さ れ る が 、 決 議 （ 決 裁 ） 日
は自動的に記載されないため、
滞 納 整 理 票 に 決 議 日 を 必 ず 記
録 す る こ と を 徹 底 す べ き で あ
る 。

（ 事 例 ２ ） （ 事 例 ２ 及 び ３ ）
【 状 況 】 不 動 産 取 得 税 の 滞 納 案 件 に つ い
・ 平 成 21年 １ 月 に 法 人 解 散 て は 、 初 期 調 査 に お い て 必 ず 課 税
し て お り 、 換 価 可 能 財 産 な 対 象 物 件 の 不 動 産 登 記 簿 謄 本 を 取
し 。 得 し 保 管 す る こ と を 改 め て 徹 底 し

・ 平成 21年に滞納処分停止。 た 。
・ 課 税 対 象 物 件 は 平 成 19年
７ 月 に 取 得 し た が 平 成 19年
９ 月 に 譲 渡 さ れ て お り 、 差
押 不 可 。

・ 平 成 24年 10月 に 不 納 欠 損
処 理 済 み 。

【 結 論 】
課 税 対 象 物 件 の 不 動 産 の 登
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記簿謄本が確認できなかった。
ヒ ア リ ン グ の 回 答 に よ る と 、
課 税 取 引 の 存 在 を 確 認 し た 時
点 で 課 税 対 象 物 件 の 所 有 権 移
転 が 確 認 さ れ た た め 、 謄 本 を
入 手 し て い な い と の こ と で あ
る 。
所 有 権 移 転 の 有 無 は 債 権 保

全 に 当 た っ て の 重 要 な 情 報 で
あるため、このような場合は、
所 有 権 移 転 の 事 実 を 確 認 で き
る 文 書 を 資 料 と し て 入 手 し 、
整理保管しておくべきである。

（ 事 例 ３ ）
【 状 況 】
・ 平 成 21年 ４ 月 に 破 産 手 続
開 始 、 配 当 見 込 が な い た め
平 成 23年 １ 月 に 滞 納 処 分 停
止 。

・ 課 税 対 象 物 件 は 平 成 20年
４ 月 に 取 得 し た が 平 成 20年
12月 に 譲 渡 さ れ て お り 、 差
押 不 可 。

【 結 論 】
課 税 対 象 物 件 の 不 動 産 の 登

記簿謄本が確認できなかった。
ヒ ア リ ン グ の 回 答 に よ る と 、
課 税 取 引 の 存 在 を 確 認 し た 時
点 で 課 税 対 象 物 件 の 所 有 権 移
転 が 確 認 さ れ た た め 、 謄 本 を
入 手 し て い な い と の こ と で あ
る 。
所 有 権 移 転 の 有 無 は 債 権 保

全 に 当 た っ て の 重 要 な 情 報 で
あるため、このような場合は、
所 有 権 移 転 の 事 実 を 確 認 で き
る 文 書 を 資 料 と し て 入 手 し 、
整理保管しておくべきである。

回収促進を 長 期 滞 納 し て い る 県 税 未 収 金
図るべき県 に つ い て 、 催 告 の 経 緯 及 び 回 収
税未収金（未 状 況 に つ い て 、 ヒ ア リ ン グ 及 び
納繰越額） 関 連 帳 票 に よ り 確 認 し た 。 そ の
の長期滞納 結 果 、 以 下 の 納 税 者 は 、 現 況 調
者 査 を 含 め た 回 収 促 進 策 が 不 十 分
（ No .６ 県 で あ る と 考 え る 。 納 税 者 の 実 態
南 ） 調 査 を 行 い 、 早 急 に 徴 収 を 図 る

べ き も の で あ る と 考 え る 。
（ 事 例 １ ） （ 事 例 １ 及 び ２ ）
【 状 況 】 課 税 当 初 か ら 、 土 地 所 有 者 と 建
・ 平成14年９月に不動産（建 物 所 有 者 が 係 争 中 で あ っ た た め 、
物）の差押を実行している。 公 売 が 実 施 で き な か っ た が 、 公 売

・ 平 成 24年 ３ 月 に 法 人 の 本 に 向 け て 予 定 価 格 の 算 出 方 法 を 始
社 、 代 表 者 と も に 変 更 さ れ め と す る 公 売 手 法 等 に つ い て 検 討
た 。 中 で あ る 。

・ 平 成 24年 ８ 月 の 現 地 調 査
に よ る と 、 差 押 対 象 物 件 は

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━



平成26年８月22日 金曜日 福 島 県 報 号外第34号 26

底 地 所 有 者 が 現 在 工 場 と し
て 使 用 し て い る 。

・ 平成 24年 11月 に 法 人 の 代
表 者 に 連 絡 を と り 、 納 付 交
渉 開 始 し た 。

【 結 論 】
課 税 対 象 取 引 が 発 生 し た の

は 平 成 14年 で あ り 、 平 成 14年
９ 月 に 不 動 産 差 押 を 実 行 し て
いるが、その後も納付がなく、
調 定 額 に つ き 全 額 未 納 付 の 状
態 で あ り 、 平 成 24年 ８ 月 の 現
地 調 査 後 に よ う や く 事 態 が 進
展 し て い る 。
現 地 調 査 の 結 果 、 担 保 設 定

物 件 の 建 物 は 底 地 所 有 者 が 使
用 し て い る が 、 こ の 底 地 所 有
者 と 建 物 所 有 者 が 紛 争 中 で 公
売 困 難 と な っ て い る と の こ と
で あ る 。
し か し 、 こ の 底 地 と 建 物 の

所 有 関 係 は 、 底 地 所 有 者 が 平
成 15年 ８ 月 に 建 物 を 除 い て 競
売 に よ り 取 得 し た 段 階 で 、 不
動 産 取 得 税 の 課 税 権 者 で あ る
県 は 当 該 取 引 事 実 を 把 握 可 能
で あ る 。 そ の 後 ９ 年 間 担 保 物
件 の 公 売 等 に つ い て 進 展 が な
い が 、 も う 少 し 早 い 段 階 で の
公 売 が 実 行 で き な か っ た か 疑
問 が 残 る 。 担 保 物 件 は 償 却 資
産 で あ る こ と か ら 、 早 期 に 処
分 す れ ば よ り 高 額 で 処 分 で き
た は ず で あ る 。
当 該 物 件 は 平 成 23年 の 固 定

資 産 税 評 価 額 が ６ 百 万 円 程 度
あ る と の こ と で あ る 。 底 地 権
の な い 建 物 の 公 売 に 関 し て は
公 売 予 定 価 額 の 設 定 が 困 難 と
考 え ら れ る が 、 物 件 の 処 分 に
よ り （ 事 例 ２ ） の 滞 納 残 高 を
含 め て 回 収 が 見 込 め る た め 、
公 売 の 実 施 に 向 け て 手 法 等 を
検 討 す る こ と が 望 ま れ る 。

（ 事 例 ２ ）
【 状 況 】
・ 平 成 15年 ５ 月 に 納 税 義 務
者 が 贈 与 に よ り 課 税 物 件 を
取 得 し た 。

・ 平成17年３月に不動産（建
物）の差押を実行している。

・ 現 在 、 差 押 対 象 物 件 は 底
地 所 有 者 が 工 場 と し て 使 用
し て い る 。

・ 当 該 課 税 物 件 及 び 担 保 物
件 は （ 事 例 １ ） と 同 一 物 件
で あ る 。

───────────────────────────────────────────────────────────
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【 結 論 】
課 税 対 象 取 引 が 発 生 し た の

は 平 成 15年 で あ り 、 平 成 17年
３ 月 に 不 動 産 差 押 を 実 行 し て
いるが、その後も納付がなく、
調 定 額 に つ き 全 額 未 納 付 の 状
態 で あ る 。
（ 事 例 １ ） に 記 載 し た と お

り 、 こ の 底 地 と 建 物 の 所 有 関
係 は 、 底 地 所 有 者 が 平 成 15年
８ 月 に 建 物 を 除 い て 競 売 に よ
り 取 得 し た 段 階 で 、 県 は 当 該
取 引 事 実 を 把 握 可 能 で あ る 。
そ の 後 ９ 年 間 担 保 物 件 の 公 売
等 に つ い て 進 展 が な い が 、 も
う 少 し 早 い 段 階 で の 公 売 が 実
行できなかったか疑問が残る。
担 保 物 件 は 償 却 資 産 で あ る こ
と か ら 、 早 期 に 処 分 す れ ば よ
り 高 額 で 処 分 で き た は ず で あ
る 。
当 該 物 件 は 平 成 23年 の 固 定

資 産 税 評 価 額 が ６ 百 万 円 程 度
あ る と の こ と で あ る 。 底 地 権
の な い 建 物 の 公 売 に 関 し て は
公 売 予 定 価 額 の 設 定 が 困 難 と
考 え ら れ る が 、 物 件 の 処 分 に
よ り （ 事 例 １ ） の 滞 納 残 高 を
含 め て 回 収 が 見 込 め る た め 、
公 売 の 実 施 に 向 け て 手 法 等 を
検 討 す る こ と が 望 ま れ る 。

（ 事 例 ３ ） （ 事 例 ３ ）
【 状 況 】 差 押 物 件 に つ い て 、 再 度 、 現 況
・ 畑 、 山 林 、 原 野 、 居 宅 等 調 査 等 を 行 い 、 換 価 価 値 の 有 無 を
の 不 動 産 に つ い て 差 押 を 実 検 討 し た 結 果 、 換 価 価 値 が な く 公
行 し て い る 。 売不可であった。このため、現在、

・ 換 価 可 能 な 土 地 は 居 宅 部 他 の 財 産 が な い か 、 調 査 を 実 施 中
分 と 思 わ れ る が 、 も と も と で あ る 。
農 地 で あ り 農 地 法 に 違 反 し
て い る 可 能 性 が あ る 。

【 結 論 】
現 況 調 査 不 足 で あ る 。
居 宅 に つ い て 換 価 価 値 の 有

無 を 検 討 し 、 売 却 可 能 で あ れ
ば 公 売 に か け る な ど 、 早 急 に
徴 収 に 向 け た 対 応 策 を 実 行 す
べ き で あ る 。

（ 事 例 ４ ） （ 事 例 ４ ）
【 状 況 】 公 売 予 告 及 び 納 付 交 渉 の 結 果 、
・ 平 成 20年 ５ 月 に 不 動 産 及 一 部 納 付 済 み で あ り 今 後 完 納 と な
び 電 話 加 入 権 の 差 押 を 実 行 る 見 込 で あ る 。
し て い る 。

・ 現在、事業を行っており、
あ る 程 度 の 収 入 が あ る も の
と 推 測 さ れ る 。

【 結 論 】
現 況 調 査 不 足 で あ る 。

───────────────────────────────────────────────────────────
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事 業 に 係 る 所 得 等 の 状 況 を
確 認 す る と と も に 、 不 動 産 及
び 電 話 加 入 権 の 公 売 を 働 き 掛
け る な ど 、 早 急 に 徴 収 に 向 け
た対応策を実行すべきである。

母子寡婦福 寡 婦 福 祉 資 金 貸 付 金 償 還 金 領 償 還 回 収 に つ い て は 原 則 と し て
祉資金貸付 収書（乙）（以下、「領収証書」 口座振替によるものとしているが、
金等特別会 という。） No.089999に ついて、 借受者は母子及び寡婦であるため、
計 斜線を入れて汚損処理している。 生 活 困 窮 者 が 多 く 、 残 高 不 足 や 分

し か し 、 こ の 書 面 に は 金 融 機 関 割 納 入 に よ り 口 座 振 替 で き な か っ
収 納 済 印 が 押 印 さ れ て い る こ と た も の 、 納 入 通 知 書 を 送 付 し て い
か ら 、 確 実 に 金 融 機 関 に 資 金 が る に も か か わ ら ず 未 納 と な っ て い
収 納 さ れ た も の で あ り 、 銀 行 側 る も の に つ い て 、 借 受 者 宅 の 訪 問
で 入 金 処 理 が 行 わ れ た も の で あ 等 に よ る 償 還 に 努 め 、 そ の 場 で 現
る 。 金 回 収 す る こ と も あ る な ど 、 償 還
次に、 同時に発行された No． 率 の ア ッ プ に 結 び 付 い て い る 。

089998の 領 収 証 書 は 、 訂 正 印 を な お 、 本 業 務 に 関 わ る 職 員 を 対
押 印 の 上 、 償 還 金 の 対 象 月 と 金 象 と し た 研 修 会 を 開 催 し 、 現 金 に
額 を 訂 正 し 、 汚 損 処 理 し た 領 収 よ る 受 領 が あ っ た 場 合 は 、 「 母 子
証 書 に 記 載 さ れ て い た 金 額 を 加 及 び 寡 婦 福 祉 資 金 貸 付 事 務 取 扱 要
算 し て い る 。 未 納 者 に は No . 0 8 領 」 に 基 づ き 適 切 に 処 理 を 行 う こ
999 8及 び No . 0 8 9 9 9 9の ２ 枚 の 領 と を 再 確 認 す る と と も に 、 借 受 者
収 証 書 を 発 行 し て い る は ず で あ の 口 座 振 替 に よ る 手 続 の 普 及 活 動
り 、 未 納 者 へ 渡 し た 領 収 証 書 と に 努 め る こ と に つ い て も 改 め て 確
県 で 保 管 し て い る 領 収 証 書 に 齟 認 を 行 っ た 。

そ

齬 が 生 じ て い る と 推 定 さ れ る 。
ご

以 上 に よ り 、 当 該 領 収 証 書 は 汚
損 処 理 で は な く 有 効 に 発 行 さ れ
た 領 収 証 書 と し て 保 管 す べ き も
の で あ る 。
また、以下の経緯からすると、

汚 損 処 理 と 金 額 訂 正 は 徴 収 担 当
者 が 行 っ て お り 、 そ れ は 汚 損 処
理 し た 領 収 証 書 の 修 正 印 か ら も
明 ら か で あ る 。 そ も そ も 現 金 で
の徴収は不正誤 謬 のリスクが高

びゅう

い 上、外部証 憑 の改竄はさらに
ひょ う ざん

そ の リ ス ク を 増 大 さ せ る 行 為 で
あ る 。 し た が っ て 、 今 後 は こ の
よ う な こ と が な い よ う に 十 分 留
意 す べ き で あ る 。
さ ら に 、 滞 納 者 へ の 償 還 金 回

収 に つ い て は 、 現 在 、 戸 別 訪 問
等 を 行 っ て お り 、 収 納 員 が 現 金
で 償 還 金 を 回 収 し た 場 合 は 、 収
納 員 が 改 め て 償 還 金 を 県 の 口 座
に 振 込 処 理 し て い る 。 こ の よ う
な方法は、不正誤 謬 のリスクが

びゅう

高 ま る も の で あ り 、 内 部 統 制 上
問 題 が あ る 。
内 部 統 制 の 観 点 か ら は 振 込 に

よ る 納 付 以 外 の 方 法 を 認 め な い
こ と が 望 ま し い 。 し か し 、 回 収
促 進 の た め に 現 金 回 収 を 容 認 せ
ざ る を 得 な い の で あ れ ば 、 現 金
回 収 時 の 事 務 処 理 手 続 を 明 確 に
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━



平成26年８月22日 金曜日 福 島 県 報 号外第34号29

し 、 内 部 牽 制 機 能 を 強 化 す る な
けん

ど の 対 応 が 必 要 で あ る 。

港湾整備事 (ｱ ) 債 権 回 収 の 管 理 状 況 に 問 題 港 湾 施 設 使 用 許 可 申 請 に つ い て
業特別会計 あ る も の （ 指 摘 ） は 、 従 来 か ら 、 申 請 時 に 関 係 書 類

の 内 容 及 び 使 用 実 態 を 十 分 に 確 認
【現況と回収見込（県の見解）】 す る こ と と し て い る が 、 本 件 の よ
港 湾 施 設 内 に 設 備 を 保 有 し て う な 共 有 持 分 に 係 る 申 請 に つ い て

お り 、 当 該 設 備 は 債 務 者 Ｃ ・ Ｄ は 、 利 用 計 画 書 を 文 書 で 提 出 し て
が 1/ 2ず つ 所 有 す る 共 有 持 分 と い た だ く こ と に よ り 使 用 実 態 を よ
な っ て い る 。 こ の た め 、 使 用 料 り 確 実 に 把 握 し 、 そ の 上 で 使 用 許
も両者が 1/2ず つ納付している。 可 手 続 及 び 債 権 管 理 を 行 っ て い く
債 務 者 Ｃ は 原 発 事 故 の 影 響 で こ と と し た 。

現 在 営 業 を 自 粛 し て い る 。 ま た 、 納 入 通 知 書 の 送 付 、 債 権
債 務 者 Ｄ は 平 成 22年 ９ 月 に 破 管 理 台 帳 へ の 登 録 、 収 入 状 況 確 認

産 手 続 開 始 が 決 定 さ れ 、 現 在 破 等 一 連 の 債 権 管 理 に 当 た っ て は 、
産 管 財 人 の 下 で 破 産 手 続 が 進 め 錯 誤 が 生 じ る こ と の な い よ う に 、
ら れ て い る 。 平 成 23年 ９ 月 に 第 担当者だけでなく、複数でのチェッ
３ 回 債 権 者 集 会 が 行 わ れ た 際 、 ク体制を更に強化することにより、
破 産 管 財 人 よ り 一 般 債 権 に 係 る 関 係 書 類 の 内 容 を 十 分 に 把 握 し 、
配 当 は な い 見 込 で あ る 旨 の 説 明 適切な管理を徹底することとした。
が あ っ た 。
債 務 者 Ｄ は 、 納 入 見 込 が な く

換 価 で き る 財 産 も 有 し な い こ と
か ら 、 破 産 手 続 終 結 を も っ て 福
島 県 財 務 規 則 第 73条 に 基 づ く 徴
収停止の手続を採る予定である。
債 務 者 Ｄ の 破 産 手 続 終 結 後 に

債 務 者 Ｃ に 納 入 の 交 渉 を 行 う 予
定 で あ る 。

【 監 査 結 果 】
債 務 者 Ｄ の 破 産 手 続 に 係 る 経

過 と 、 債 務 者 Ｃ か ら の 使 用 料 の
納 入 に 関 し て 、 関 係 書 類 を 確 認
す る と と も に 担 当 者 に ヒ ア リ ン
グ し た 結 果 、 当 該 債 権 は 債 務 者
Ｃ へ の 債 権 で は な く 、 債 務 者 Ｄ
に 対 す る 債 権 で あ る 。
し た が っ て 、 Ｃ へ の 債 権 と し

て 管 理 す る の は 錯 誤 で あ り 、 債
権 管 理 の 記 録 簿 等 の 記 載 は 速 や
か に 訂 正 す べ き で あ る 。
なお、本件につい ては平成 24

年 11月 の 調 査 時 の 監 査 人 の 指 摘
後 、 債 務 者 Ｄ に 対 す る 債 権 と し
て 取 り 扱 い 、 平 成 24年 12月 の Ｄ
の 破 産 手 続 終 結 後 、 徴 収 停 止 手
続 を 行 っ た と の 説 明 文 書 が 、 平
成 25年 ３ 月 22日 に 監 査 人 に 提 示
さ れ た 。 こ れ に よ り 、 本 件 の 実
際 上 の 問 題 は 解 消 し て い る 。
た だ し 、 本 件 の 本 質 的 な 問 題

は 、 債 務 者 Ｃ ・ Ｄ と の 交 渉 や 入
金 の 経 緯 、 破 産 手 続 に 係 る 書 類
提 出 な ど を 通 じ て 、 明 ら か に 残
債 権 の 請 求 先 が Ｄ で あ る に も か
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か わ ら ず 、 監 査 人 が 指 摘 す る ま
で Ｃ に 対 す る 債 権 と し て 処 理 し
て い た こ と に あ る 。 今 後 の 債 権
管 理 に 当 た っ て は こ の よ う な 錯
誤 が 再 発 し な い よ う に 、 担 当 者
の み な ら ず 管 理 責 任 者 も 関 係 書
類 の 内 容 を 十 分 に 把 握 し 、 適 切
な 管 理 を 行 う こ と を 徹 底 す べ き
で あ る 。

（ 監 査 総 務 課 ）
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